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显まをのために 


ソニー 製品はま全に充分配慮して設計されてい 
ます。しかし、電気製品はすべて、間違った使 
いかたをすると、火災や感電などにより人身事 
故になることびありを険です。事故を防ぐため 
になのことを必ずお守りください。 



まをのためのを意事頃を巧る 


5〜7ページのま意事項をよ < お読み< ださい。 
製品全般のま意事項び記載されています。 

8ページの「使用上のごミ主意」をあわせてお読 
み < ださい。 


定期的に点検する 


設置時や1年に1度は、電源コードに傷みびな 
いか、コンセントと電源プラグの間にほこりび 
たまっていないか、プラグびしっかり差し込ま 
れているか、などを点検してください。 


巧障した6ほわない 


動作びおかしくなったり、キャビネットや電源 
コードなどび破損しているのに気づいたら、す 
ぐにお買い上げ店またはソニーサービス窓□に 
修理をご依頼 < ださい。 


万一、異常が起をた5 


変な音*においが 
した6、 

煙が出た6 




〇電源を切る 
〇 電源プラグをコン 
セントか6巧く 
〇お質い上げ店また 

I 十、/ —— サー ドマ 

窓□に修理を依頼 
する 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、 
次のよラな表示をしていま 
す。表示の内容をよく理解 
してから本文をお読みくだ 
さい。 

|/ K 危哟 

この表示のま意事項を守ら 
ないと、火災•感電-破裂 
などによ0死 t や大けびな 
どの人身事故び生じます。 


A 警告 

この表示のを意事項を守5 
ないと、火災-感電などに 
よ0死 t や大けびなど人身 
事故の原因とな0ます。 

IA ミ主意 I 

この表示のま意事項を守ら 
ないと、感電やその他の事 
故によ0けがをした0周辺 
の家財に損害をちえた0す 
ることびあ0ます。 


注意をおず記号 

A\ 

火災 感電 


行為を禁止ずる記号 

0 ® 

禁止 分辭禁止 

巧独禁止 めれ手禁止 

欄-お読-する記与 

〇 C 

指 巧 3 ラグをコン 

セントから巧く 
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A 警告 1 A A 

- ■ 火災 感電 


下記のま意事項を守5ないと义災 • 
感電により死 t や大けがの原因とな 
りまず。 


電源コードを傷つけない 

電源コードを傷つけると、火災や感電の原因となりま 
す。 

•設置時に、製品と壁や棚との間にはさみ込んだりし 
ない。 

•電源コードを加工したり、傷つけたりしない。 

•重いちのをのせたり、引っ張ったりしない。 

• 熱器具に近づけない。加熱し 
ない。 

• 移動させるとさは、電源プラ 
グを抜く。 

. 電源コードを损くときは、必 
ずプラグを持って抜く。 

-►万一、電源コードび傷んだら、お買い上げ店また 
はソニーサービス窓□に交換をご依頼ください。 


湿気やほこり、油煙、湯気のをい場 
所や、直射曰光のあたる場所には置 
かない 

上記のよラな場所に置くと、 

火がや感電の原因となること 
びあります。特に風呂場など 
では絶対に使用しないで < だ 
さし、。 




キャビネットを開けたり、分解や改 
造をしない 

火災や感電、けびの原因とな 
ることびあ0ます。 

-► 内部の点検や修理はお買 
い上ば店またはソニー 
サービス窓□にご依頼< 

ださい。 



雷び鳴りだした5、本体や電源プラ 
グに軸れない 


感電の原因となります。 



本機を曰本国がで使わない 


交流 100 V の電源でお使い 
ください。海がなど、異な 
る電源電圧の地域で使用す 
ると、火災-感電の原因と 
なります。 



内部に水や異物び入5ないようにず 
る 


水や異物び入ると火災や感電の原因となります。本機 
の上に花瓶などの水の入ったちのを置かないで<ださ 
し1。また、本機を水滴のかかる場所に置かないでくだ 
さし、。 

-►万一、水や異物び入ったとを 
は、ずぐに本体の電源ボタン 
を切 D 、 電源プラグをコンセ 
ントから抜を、お買い上げ店 
またはソニーサービス窓□に 
ご相談 < ださい。 



ガス管にアース線やアンテナ線をつ 
なびない 


火災や爆発の原因となり 
ます。 


0 

禁止 



5 

























A 注意 


下記のま意事項を守 5 ないとけたを 
したり周辺の家財に損害を与えたり 
ずることびありまず。 


めれた手で電源プラグにさわ5ない コード類は正しく配置ずる 


感電の原因となることび 
あります。 


(§) 

めれ手禁止 



風通しの悪い所に置いたり、通風孔 
をふさいだりしない 


巧をかけたり、毛足の長いじゅ 
ラたんや布団の上または壁や家 
具に密接して置いて、通風孔を 
ふさぐなど、自然放熱の妨げに 
なるよラなことはしないで<だ 
さい。過熱して火災や感電の原 
因となることびあ0まず。 



大音量で長時間つづけて聞かない 

耳を刺激するよラな大をな音量で長時間つづけて聞く 
と、聴力に悪い影響をちえることびあります。 

—► 呼びかけられたら気がつく 
くらいの音量で聞をましよ 
つ。 禁止 



安定した場所に置< 

ぐ6ついた台の上や傾いたところ 
などに置<と、製品び落ちてけび 
の原因となることびあります。ま 
た、置さ場所、取0付け場所の強 
度も充分に確認してください。 



電源コードや AV ケーブルは足にひっかけると機器の 
落下や転倒などにより、けびの原因となることびあり 
ます。充分に注意して接続、配置してください。 



移動させるとき、長期間使わないと 
さは、電源プラグを抜く 

長期間使用しないとをは安全のため電源プラグをコン 
セントから损いて<ださい。絶縁劣化、漏電などによ 
り火災の原因となることびあります。 



お手入れの際、電源プラグを抜く 

電源プラグを差し込んだままお手入れをすると、感電 
の原因となることがあります。 



電源プラグは抜さ差ししやずいコン 
セントに接続ずる 

異常び起さた場合にプラグをコンセントから掠いて、 
完全に電源び切れるよラに、電源プラグは容易に手の 
届くコンセントにつないでください。通常、本体の電 
源ポタンを切っただけでは、完全に電源から切り離せ 
ません。 


〇 

指巧 
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電おにごいてのまを上の 
ごを意 


液漏れ-破裂-発熱による大け 
たX や失明を避けるため、下記のま意 
事項を必ずお守りください。 


危険 


A 警告 


電池の巧が漏れたとまは 


素手で液をさわらない 

電池の液び目に 
入ったり、身体や 
あ月良につくと、失 
明やけび、皮膚の 
炎症の原因となる 
ことびお0ます。 

液の化学蜜化により、時間びたってから症状び現れる 
ことをあ D ます。 



必ず次の処理をずる 

—►液び目に入ったとさ 
は、目をこすらず、ず 
ぐに水道水などのされ 
いな水で充分洗い、た 
だちに医師の治療を受 
けて < ださい。 

—► 液び身体や衣服についたとさは、すぐにをれいな 
水で充分洗い流して<ださい。皮膚の炎症やけび 
の症状びあるとをは、医師に相談してください。 



電池は乳幼児の手の届かない巧に置< 

■►電池は飲み込むと、窒息や 
胃などへの障害の原因とな 
ることびあ0ます。 

岭万一、飲み込んだとをは、 

ただちに医師にネ目談して< 

ださい。 


電池を乂の中に入れない、加熱•分 
解-改造-充電しない、水でめ5さ 
ない 

破裂したり、液び漏れた 
りして、けびややけどの 
原因となることびありま 
す。 




指定な外の電池を使わない、新しい 
電池と使用した電池または種類の違 
ラ電池を混ぜて使わない 

電池の性能の違いにより、 

破裂したり、液び漏れた 
りして、けびややけどの 
原因となることびありま 
す。 



+と一の向きを正しく入れる 

+と一を逆に入れると、 

ショートして電池び発熱や 
破裂をしたり、液び漏れた 
0して、けびややけどの原 
因となることびあ0まず。 

■►機器の表示に合わせて、 

正しく入れてください。 


使い切ったときや、長時間使用しな 
いときは、電池を取り出ず 

電池を入れたままにし 
ておくと、過放電によ 
り液が漏れ、けびやや 
けどの原因となること 
びあ D まず。 
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ffi 用上のご注意 

設置場所について 

次のよラな場所には置かないでください。 

• ぐらついた台の上や不安定な所。 

• じゅラたんや布団の上。 

• 湿気のをい所、風通しの悪い所。 

• ほこりのをい所。 

• 直射日光び当たる所、温度び高い所。 

• 極端に寒い所。 

• チューナーやテレビ、ビデオデッキから近い所。 
(チューナーやテレビ、ビデオデッキといっしよ 
に使用ずるとを、近くに置くと、雑音び入った 
り、映像び乱れたりすることがあります。特に室 
巧アンテナのとをに起こ0やすいので屋外アンテ 
ナの使用をおすすめします。） 

• 電子レンジや大をなスピーカーなど、強力な磁気 
を発するちのの近<。 

設置時のご注意 

本機の上に重いちのを置かないでください。 

音量を調整ずるとをは 

ディスクはレコードと比べ、が常に雑音びみなく 
なっています。レコードをかけるとをのよラに音声 
の入っていない部分の雑音を聞をなびら音量を調整 
すると、思わ城大をな音が出て、スピーカーを破損 
するおそれびあります。 

演奏を始める前には、音量を必ずルさ<しておさま 
しよラ。 

ステレオを聞<とさのエチケット 

ステレオで音楽をお楽しみになる 
とさは、隣近所に迷惑びかからな 
いよラな音量でお間を < ださい。 

特に、夜はかさめな音でち周囲に 
はよく通るをのです。 

窓を閉めたり、ヘッドホンをご使 
用になるなどお互いにむを配り、 

快い生ま環境を守りましよラ。こ 
のマークは音のエチケットのシン 
ボルマークでず。 

本機のお手入れのしかた 

キトビネットやパネル面の巧れは、中性洗剤をみし 
含ませた柔らかい巧で拭いてください。研磨用パッ 
ドや研磨剤、シンナーやベンジン、アルコールなど 
は表面を傷めますので使わないで<ださい。 


テレビ画面に色む S び起きた6 

本機のスピーカーによりテレビ画面に色むらび起を 
た場合は、テレビの電源を切り、1日〜3日分後に再 
びスイッチを入れてください。それでち色むらび残 
るときは、スピーカーをさらにテレビから離してく 
ださい。 



この取扱説明書の巧 
いかた 

• この取扱説明書では、 U モコンのボタンを 
使った操作説明を主体にしています。 

U モコンと同じなまえの本体のボタンわ同 
じように使えます。 

本機はドルビー * デジタルデコーダーおよびドル 
ビープ□□ジック川）アダプティブマト IJ ックス 
サラウンドデコーダー、 MPEG -2 AAC ( LC ) デ 
コーダー、 DTS ** デコーダーを搭載しています。 

* ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づを製 
造されています。 

Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic 、" AAC " □ユ反 
びダブル D 記号はドルビーラボラト1」ーズの商標 
です。 

** DTS , Inc . からの実施権に基づき製造されていま 
す。 DTS および DTS Digital Surround は DTS , 
Inc . の商標です。 

本機は、 High-Definition Multimedia Interface 
CHDMI™) 巧術を搭載しています。 

HDMI、HDMI □ユ及び High-Definition 
Multimedia In 賠 rface は 、 HDMI Licensing LLC 
の商標または、登録商標です。 

rx . v . ColorJ はソニーの商標です。 


付属のリモコンにご 
いてのご注意 

( RM - AAU 019) 

リモコンの VIDEO 3ボタンは、本機の操作 
には使えません。 
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接続と準備 


各部の名前と働を 


本が 


本体前面 


の 凹 图 百]固を J 图卓] 



T 1 1 ]T 

回 


名称 

働を 

名称 

働を 

圧||/む 

(電源 オン/ 
スタンバイ） 

本磯の電源を入/切します 
に9、37、38、53ページ)。 

固 MUTING 消音機能を有効にします （36 
ページ)。 

回 AUTO CAL 自動音場補正機能で使用する付 

图表示窓 

選んだ機器の状態や、選択で 
さる項目などを表おします 

M に端子 

属のマイクをつなざます （30 
ページ)。 


(11 ページ)。 

图 PRESET 
TUNING 
+ /- 

登録したラジオの放送局の中 
から、間さたい放送局を選び 
ますほ6ページ)。 

团 SOUND 
FIELD 
+ /- 

サウンドフィールドを選びま 
す（48、50、52、53ペー 
ジ)。 

固 リモコン 
受光部 

U モコンからの信号を費信し 
ます。 

固 MASTER 
VOLUME 

つまみ 

すべてのスピーカーの音量を 
同時に調節します（35、36、 
37、38ぺージ)。 

团 INPUT 
SELECTOR 

再生する入カソースを選びま 
す（36、37、38、日4、55、 


56、65ぺージ)。 
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表示窓に,卓、!灯ずる項目と働を 


图再生チャン 
ネル表示 


現在本磯与；出力しているチャン 
ネルを表のします。 

文字（し C 、 R など）はソース 
音源を、文字の周りの枠は、 
ソース音源び、スピーカーセッ 
ティングに基づくダウンミック 
ス処理で、どのチヤンネルから 
出力されているのかを示します。 
フ□ント左 
フ□ントち 
センター(モノラル） 

サブウーファー 
サラウンド左 
サラウンドち 

サラウンド（モノラル/プロロ 
ジック処理されたサラウンド成分) 

例： 

記録形式（フ□ント/サラウン 
ド）： 3/2.1 

サウンドフイールド： A . F . D . 
AUTO 

因回因 

丽丽 


团 □□DIGITAL ドルビーデジタルサラウンド信 
号をデコードしているとさに点 
打します。 

ごま意 

• ドルビーデジタルフオーマット 
のディスクを再生するとをは、 
デジタル接続していることを確 
認してください。 


因因 


IBl M 


曲 


名称 


圧 ILFE 入力信号に LFE (重低音効果） 

のチヤンネルび存在していると 
さや、実隙に LFE 信号の音び再 
生されているとさに 「 LFE 」 の 
_文きび点口します。_ 

图 SLEEP ス U - プタイマーび働いている 
ときに点好します （62 ページ)。 


の图 


gLEEn 


W 


LOl^E 

國 s 阿 


DIGITAL I 

晒 


1 


PDPLn [AACI-I 


[OPTjCOAg 


图 


IMEMORYI 


1ST MONO! 


面医 


名称 

働を 

固 HDMI 

再生する機器び本機の HDMI 端 
子に接続されているとさに点な 
しますに6ページ)。 

固プリセット 
番号表示 

登録したラジオの放送局を聞い 
ているとさに点なします。放送 
局の登録について詳しくは、55 
ページをご幫ください。 

团 D.RANGE 

ダイナ S ックレンジの圧縮び働 
いているとさに点打します （4 日 
ページ)。 

图チューナー 
表示 

ラジオを間いているとさなどに 
点灯します（己4ページ)。 

图 MEMORY 

プ U セットなどの、；><モリー磯 
能び働いたとさに点なします 
(5日ページ)。 

圆 AAC 

MPEG -2 AAC 信号び入力され 
たとさに点なします。 


ごま意 

• MPEG -2 AAC は、アル3リズ 
ム： （ l_C (Low Complexity )) 

にのみ対応していまず。 

回 COAX 

AUDIO ；>< ニューの 

riN MODE 」 を 「AUTO IN 」 

に設定していて、デジタル信号 
び COAX IN 端子から入力され 
ているとき、または IN MODE 
び 「COAX IN 」 に設定されて 
いるとさに点なしますほ8ペー 
ジ)。 

回 OPT 

AUDIO ;>< ニューの 

riN MODE 」 を 「AUTO IN 」 

に設定していて、デジタル信号 
び OPT IN 端子から入力されて 
いるとき、または IN MODE び 
rOPT INJ に設定されていると 
さに点打しますほ8ページ)。 


巧のぺージへつづ< 


- Rc^^^s 


游說 it 揣誦 
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名称 

働を 

回 mPL 川） 

2チヤンネ j レ信号をプ□□ジッ 
ク処理し、センターやサラウン 
ドチヤンネルの信号を出力して 
いるとさに点灯します。 

また、プ□□ジック II のムー 
ビー/ S ユージックモード処理 
を行っているとさにち点打しま 
す。 

画 DTS 

DTS 信号をデコードしていると 
さに点打します。 


ごま意 

• DTS フォー マットのディスクを 
再生するとをは、デジタル接続 
していることを確認して<ださ 
い。 


12 



本体後面 

の 


回 


回 


因 


邸〇 






图 


© 

嘛 


風©嚼 


© 

AUOOIN 


:© 

ajjdIo in 


1000000 

Id pnwrn fkhtl 由 " sum 刷旧 suemoFER 


圧! アンテナ入力部 


回スピーカー 出力部 


「 


L_ 



AM アンテナ付属の AM ループア 
端モ ンテナをつなざます 

(28 ページ)。 


〇 


FM 7 己 Q 同軸 
アンテナ端子 


付属の FM ワイヤー 
アンテナをつなざま 
すに8ページ)。 


图 デジタル入出力部 


□ 


© 


OPT IN (光） 
デジタル音声 
入力端子 


COAX IN 
(同軸）デジ 
タル音声入力 
端モ 


DVD プレーヤーな 
どをつなざます。 
COAX IN のほうび 
より高音質です 
(24 ぺージ)。 


HDMI 入出力 DVD プレーヤー、 


端モ 衛星放送チューナー 

などをつなぎ、映像 
と音声をテレビやプ 
□ジェクターなどに 
出力します （2 目 

_ ぺージ)。_ 

1.- - hi デジタル;デジタルメディア 

ディアポートポー h アダプターを 
端モ つなざますほ9 

( DMPORT 端ページ)。 

テ） デジタルメディア 

ポートアダプターは 
今後発売を予定して 
います。 


〇 


スピーカーをつなざます （21 ぺ一 
ジ） 

スピーカー端子の色は、それぞれ 
し: TF のとおりです。 


スピーカー 端子 

色 

FRONT R 

〔フ□ントスピーカーち） 

赤 

FRONT L 

〔フ□ントスピーカー左） 

白 

SUR R 

(サラウンドスピーカーち） 

灰 

SUR L 

(サラウンドスピーカー左） 

青 

CENTER 

〔センタースピーカー） 

緑 

SUBWOOFER 
〔サブウーファー） 

紫 


团 音声入力部 


© 

© 


音声入力端子 


スーパー オーディオ 
CD プレーヤーや 
CD プレーヤーなど 
をつなざますに3、 
24ページ）。 


游諭. t 揣 a 
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リモコン_ 

付属の u モコンを使って、本機の操作びでき 
ます。また、 U モコンに登録したソこ一製機 
器を操作できます （63 ページ)。 

RM-AAU019 



リモコンの 

ボタン 

機能 

田 TV 1/の 

TV 1/¢と TV (回）を同時に 

(電源 オン/ 

巧して、テレビの電源を入/切 

スタンバイ） 

します。 


AV 1/む U モコンに登録したソニー製 

(電源 オン/ 機器の電源を入/切します。 
スタンバイ） AVi / C !) と1/の（回）を同時 


に巧すと、本磯と、他のソ 
ニー製オーディオ/映像機器の 
電源を切ります （SYSTEM 
STANDBY )。 

ごま意 

• AVI /& の機能は、入力切0 
換え用ボタン（固）を押すた 
_びに自動的に切り換わります。 

图 I /& 本磯の電源を入/切します。 

(電源 オン/ すべての機器の電源を切ると 
スタンバイ） きは、1/¢と AVI / の（圧!） 

を同時に押します （SYSTEM 
_____ STANDBY )。 

图 入力切り換 使用する機器を選びます。入 
え用ボタン カ切り換え用ボタンを巧すと、 
本体の電源び入ります。工場 
出荷時は、ソニー製機器の操 
作びでさるよう、下のとお 
り設定されています。 

設定を変更するには、「お使い 
の機器に合わせて本機を U モ 
コンに登録する」（目3ページ） 
をご覧ください。 


ボタン 

選ばれている機器 

VIDEO 1 

ビデオデッキ 

CU モコンモード： 

VTR 3) 

VIDEO 2 

ビデオデッキ 

CU モコンモード： 
VTR 2) 

VIDEOS 

なし 

DVD 

DVD プレーヤー 

SAT 

BS/CS チューナー 

TV 

テレビ 

SA - CD / 

CD 

スーパーオーディオ 
CD/CD プレーヤー 

TUNER 

ラジオ 

DMPORT 

デジタル ディア 
ポートアダプター* 


* デジタルメディアポートアダ 
プターは今後発売を予定して 
います。 
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リモコンの 

ボタン 

機能 

团 2 CH 

2 CH STEREO モードを選び 
ま 9 〇 

A . F . D . 

A . F . D . モードを選びます。 

MOVIE 

サウンドフィールドを選びま 
す （ MOVIE )。 

MUSIC 

サウンドフィールドを選びま 
す （ MUSIC )。 

固 AMP 

MENU 

メニューを表示窓に表示させ 
るとさに巧します。 ♦/*/♦/*/ 
©(画）を使ってメニュー操 
作を行います。 

图 AUTO CAL 

自動音場補正機能を有効にし 
ます （31 ページ)。 

团 D'TUNING 

放送局を手動壁信するモード 
にします。 

D.SKIP 

マルチディスクチェンジヤー 
を使っているとさに、ディス 
クを選びます。 

图 DVD 

MENU 

DVD の;< ニューをテレビ画面 
に表示させるとさに巧します。 
♦/♦/♦/*/© (圃） を使ってメ 
ニュー操作を行います。 

FM MODE 

FM 放送を、モノラルまたは 
ステレオに切り換えます。 

图 12 

12と TV (圆）を同時に押す 
と、テレビのチヤンネルを12 
に切り換えます。 

ENTER 

数字ボタンでチヤンネル和 
ディスク、トラックを選んだ 
あとに、巧して決定します。 

MEMORY 

放送局を登録します。 

画 MUTING 

消音機能を有効にします。 
MUTING と TV (圆）を同時 
に押すと、テレビの消音機能 
を有効にします。 

回 TV VOL 

+* v - 

TV VOL +/- と TV (圃）を 
同時に巧して、テレビの音量 
を調節します。 

MASTER 

VOL 

+* v - 

すべてのスピーカーの音量を 
同時に調節します。 

画 TVCH 
+ /- 

TVCH +/- と TV (圃）を 
同時に巧して、登録したテレ 
ビのチヤンネルを選びます。 


リモコンの 

ボタン 

機能 

PRESET 
+ /- 

登録したラジオの放送局、ま 
たは登録したビデオデッキお 
よび衛星放送チューナーの 
チヤンネルを選びます。 

w/w*? 

CD プレーヤーおよび DVD プ 
レーヤー、プルーレイデイス 
クレコーダーの再生中に巧す 
と、前または次のトラックを 
再生します。 

REPLAY 

知/ 

ADVANCE 

ビデオデッキおよび DVD プ 
レーヤー、プルーレイデイス 
クレコーダーで、前の場面を 
再生したり、現在の場面を早 
送りします。 

TUNING 
+ /- 

放送局を受信します。 

ィ◄/►►巧 

• DVD プレーヤーで、前また 
は次のトラックをサーチし 
ます。 

• ビデオデッキおよび CD プ 
レーヤー、ブルーレイデイ 
スクレコーダーで、早戻し 
または早送りをします。 


ビデオデッキおよび CD プ 
レーヤー、 DVD プレーヤー、 
プルーレイデイスクレコー 
ダーで、再生を始めます。 

11*2 

ビデオデッキおよび CD プ 
レーヤー、 DVD プレーヤー、 
ブルーレイデイスクレコー 
ダーで、再生または録画を一 
時停止します。 

また、録画スタンバイ状態の 
磯器の録画を始めます。 

■申2 

ビデオデッキおよび CD プ 
レーヤー、 DVD プレーヤー、 
ブルーレイデイスクレコー 
ダーで、再生を止めます。 

画 TV 

TV を押しなび6、オレンジ色 
のマークのボタンを同時に押 
すと、それぞれのボタンの操 
作を有効にします。 



rv 

m 

諭 


次のページへつづ < 
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リモコンの 

ボタン 

機能 

回 MENU 

ビデオデッキおよび DVD プ 
レーヤー、衛星放送チュー 
ナ ー、 ブルーレイデイスクレ 
コーダーのゾニューをテレビ 
画面に表示させるとさに巧し 
ます。 

MENU と TV (画）を同時に 
巧すと、テレビのメニューを 
表巧しお'^。 

♦/*/♦/*/© 晒） を使って; 
ニュー操作を行います。 

圆 RETURN/ 

EXIT 八 

ビデオデッキおよび DVD プ 
レーヤー、衛星放送チュー 
ナー、ブルーレイデイスクレ 
コーダーのゾニューやガイド 
びテレビ画面に表示されてい 
る場合、前のゾニューに戻る 
とさ和メニュー画面を抜ける 
とさに巧します。 

テレビのメニューびテレビ画 
面に表示されている場合、前 
のメニューに房るとをやメ 
ニュー画面を抜けるとさに 
RETURN/EXIT 八と TV 
(画） を同時に巧します。 

画© 

♦/*/♦/* 

AMP MENU (固） または 
DVD MENU 個 )、 MENU 
(囲） を巧したあと、 ♦/*/♦/* 

を押して設定を選びます。続 
いて©を押して、選択を決定 
します。 

本機およびビデオデッキ、 

CD プレーヤー、 DVD プレー 
ヤー、衛星放送チューナー、 
ブルーレイデイスクレコー 
ダーで、選択を決定するとさ 
にち©を巧します。 

回 DISPLAY 

テレビ画面に表おされるビデ 
オデッキおよび CD プレー 
ヤー、 DVD プレーヤー、衛星 
放送チューナー、ブルーレイ 
デイスクレコーダーの情報を 
切り換えます。 

D に PLA 丫と TV (圆）を同時 
に押すと、テレビ画面に表示 
されるテレビの情報を切り換 
えます。 


リモコンの 

ボタン 

機能 

画 TOOLS 

本磯に接続した機器のオプ 
ションゾニューを表示します。 
TOOLS と TV (圆） を同時に 
巧すと、テレビのオプション 
メニュー化表爪します。 

画 >10/. 

CD プレーヤーの11政上の番 
号のトラックを選びます。ま 
た、デジタル CATV チュー 
ナーのチヤンネルを選びます。 

10(-/-) 

10卜/— ) と TV (圆） を同時に 
巧して、テレビのチヤンネル 
を1日チヤンネルに切り換えま 
ず。 

CLEAR 

数字ボタンを間違えて巧した 
とさに、取 0 消すことびでさ 
ふ 9 0 

國数字ボタン*— 

I • ラジオのプ U セット番号 
や、周波数の入力びでさま 
す。 

• CD プレーヤー和 DVD プ 
レーヤー、ブルーレイデイ 
スクレコーダーのトラック 
を選びます。トラック番号 

1日を選ぶとさは、0/10を 
巧します。 

• ビデオデッキや衛星放送 
チューナーのチヤンネルを 
選びます。 

• 数きボタンと TV (圃） を 
同時に巧して、テレビの 
チヤンネルを選びます。 

國 TV 
INPUTS 

TV INPUT と TV (圆） を同 
時に巧して、入力信号を選び 
ます（テレビ入力またはビデ 
才入力)。 

SLEEP 

ス U —プタイマーを使って本 
磯の電源び自動的に切れるま 
での時間を設定します。 


*1 数字ボタンの 5 および MASTER VOL +、 TV 
VOL +、 0には、凸点（突起）び付いていま 
す。操作の目印として、お使いください。 

がこれらのボタンを使って、デジタル^ディアポー 
トアダプターの操作びでをます。ボタンの機能に 
ついて詳し<は、デジタルメディアポートアダプ 
ターの取扳説明書をご覧<ださい。 

入力切り換え用ボタン（图）で TV を選んでいる 
とき 、 TV INPUT として動作します。 
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ごま意 

• リモコンの VIDEO 3ボタンは、本機の操作には 
使えません。 

• 機器によっては、上記の操作びでをなかったり、 
説明されている通りに動かない場合びあります。 
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準備！：スピーカーを設置ずる 

本磯では最大 5.1 チャンネルの スピーカー シ 
ス テムを構成でさます。映画館のよラなマル 
チチャンネル音靑を充分にお楽しみいただく 
には、日本の スピーカー （フ□ントス ピー 
力一-- 2本、 センタースピーカー： "1 本、ヴ 
ラウンド スピーカー ： 2本）とサブ ウー 
ファーが 必要ですほ.1チヤンネル)。 



田フ□ントス ピーカー （左） 
回フ□ントス ピーカー （ち） 
因センター スピーカー 
因サラウンド スピーカー （左) 
11サラウンド スピーカー （ち) 
田サブウーファー 


ちょっと 一言 

• サブウーファーには指向性びありませんので、お 
好みの場所に設置でをます。 
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巧のぺージへつづ < 


スピーカーを 平6な巧に設置ずる 


スピーカーを設置する前に、センタースピー 
カーとサブウーファーび振動で動かないよラ 
に、底面の四隅に付属のスピーカーパッドを 
貼って < ださい。 


センタースピーカー 



サブウーファー 



スピーカーを スタンドに取日付け 
る 


スピーカーを 付属のスタンドに取り付けて、 
設置することびできます。 

詳しくは、付属の「スピーカースタンド設置 
ガイド」をご覧ください。 


スピーカーを壁に取 D 付ける_ 

スピーカーを壁に取り付けることびでさま 
す。 


スピーカー背面の穴に含ラネ 
ジ（別売り）を用意ずる。 

本 


\\\\\\\\\\\\\\が 4 mm 


2 日 mmUUi 

フ□ント/サラウンドスピーカー 



ス ピーカー背面の巧 

センタースピーカー 



スピーカー 背面の巧 


壁にネジをとめる。 

ネジび壁か5日 mm か5 7mm 突を出す 
よラにとめて < ださい。 

フ□ント / lit ラウンド スピーカー 



センタースピーカー 





2 
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3 スピーカー背面の巧をネジに 
かける。 

フ□ン ト /y ■ラウンド スピーカー 


スピーカー 背面の巧 



センタースピーカー 

スピーカー 背面の巧 



ごま意 

• 壁の材質や強度にをわせたネジを使ってくださ 
し、。壁の材質によっては破損ずる恐れびあ0ま 
す。ネジはせ部分にしっかりと固定してくださ 
し、。スピーカーはお強された壁に水平に取り付け 
て < ださい。 

• 販売店や工事店に依頼して、安全'をに充分考慮し 
て確実な取り付けを行ってください。 

• 取り付けの不備、取り付け強度不足、誤使用、天 
災などによる事故、損傷につさましては、当社は 
一切責任を負いません。 

• スピーカーを壁に取0付ける場合、付属のスタン 
ドを取り付ける必要はありません。 
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準備 2 :スヒーカーを接続する 


さ b 

因 

H 

弓度 


[ 

a 


y 

〇 






臨 iQoao 


1C I T+L 


+ - I + + + 

R Sl| IL CENT 印 SUBWOOFER 



〇 スピーカーコード（付属） 


Iフ□ントス ピーカー (左） 
Iフ□ントス ピーカー (ち） 
Iセンタースピーカー 


Iサラウンドスピーカー(ち） 
Iサラウンドスピーカー(ち） 
Iサブウーファー 


巧のぺージへつづ< 



i さ dS 
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スピーカーコードについての ごま意 

スピーカーコードのコネクターは、つなぐス 
ピーカー端テのカラーラベルと同じ色になつ 
ています。スピーカーコードをつなぐとを 
は、必ずスピーカーコードのコネクターを、 
コネクターと同じ色のスピーカー端テにつな 
いで < ださい。 


コネクター 

スピーカー端子 

ホ 

FRONT R 

(フ□ントスピーカーち） 

白 

FRONT L 

(フ□ントスピーカー左） 

灰 

SUR R 

(ヴラウンドスピーカーち） 

青 

SUR L 

(ヴラウンドスピーカー左） 

緑 

CENTER 

(センタースピーカー） 

紫 

SUBWOOFER 
(ヴブウーファー） 


スピーカーについての ごま意 

正しくスピーカーをつなぐために、スピー 
カー背面または底面のスピーカーラベルの文 


字*で、スピー 
い。 

カーの種類を確認してくださ 

スピーカーラ 
ベルの文字 

スピーカーの種類 

L 

フ□ン トス ピーカー 左 

R 

フ □ント スピーカーち 

SL 

サラウンド スピーカー 左 

SR 

サラウンド スピーカーち 


* センタースピーカーおよびヴプウーファーには、 
スピーカーラベルの文字びありません。 
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スーノ ーオーディオ CD プレーヤー / CD プ 
レーヤーなどの接続例です。 



AM[ 


r 



i_ 




@ 

COAXIAL 


I _ □ 

SAHN I D«IN _ ； 


00 © 

OPT IN OPT IN COAX IN 

VIDE01 DVD 


AUDIO IN 

抽細' 


瞻 


©音声コード（別売り） 


巧のぺージへつづ< 


準備3:才ーデイオ 
/映像機器を接続す 
る 


本機とお手持ちの機器との接続のしかたを説 
明します。はじめに下記の「接続機器一覧」 
で、それぞれの機器の説明ページをご確認く 
ださい。 

すべての接続が終わったあと、「準備4 :ア 
ンテナをつなぐ」に8ページ）へ進んで<だ 
さい。 


接続機器一覧 


接続機器 

説明ページ 

オーディオ機器 

23ページ 

• スーパーオーディオ CD プ 


レーヤー / CD プレーヤー 


映像機器 

24ページ 

• DVD プレーヤ ー/ DVD レ 


コーダー 


• ブルー レイディスクレ コー 


ダー 


• 衛星放送チューナー /STB 


(セットトップボックス） 


• ビデオデッキ 


• テレビ 


HDMI 端子のある機器 

26ページ 


才ーデイオ機器を接続ずる 


お手持ちの機器の接続のしかたを 
巧認する 
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映像煤器を接続する_ 

DVD プレーヤーや DVD レコーダーなどの接 
続例です。 


DVD レコーダーを 接続したとさは 

本機の U モコンで DVD レコーダーを操作す 
るために、 VIDEO 1入力の設定を変更して 
ください。詳しくは、「お使いの機器に合わ 
せて本機を U モコンに登録する」 （63 ぺ一 
ジ）をご覧ください。 



〇光 （ OPT に AL ) デジタル接続コード咐顧 
©音青コード（別売 0) 

©同軸 （ COAXIAL ) デジタル接続コード（別売り） 
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ごま意 

• 本機を介して、 DVD レコーダーやビデオデッキ 
の緑画をすることはでをません。詳しくは、 

DVD レコーダーやビデオデッキの取扱説明書を 
ご覽ください。 

• マルチチヤンネルのデジタル音声を出力するため 
に、 DVD フレーヤー側でデジタル音声出力の設 
定をする必要びありまず。詳しくは、 DVD プ 
レーヤーの取扱説明書をご覧ください。 

• 本機には、 DVD 用のアナ□グ音声入力端テびあ 
りません。 DVD プレーヤーは、本機の DIGITAL 
DVD COAX IN 端子につないでくださし、。音声 
をフ□ントスピーカー左/右およびサブウー 
ファーからのみ出力するとをは、リモコンの 
2 CH ボタンを押して < ださい。 

•光 （ OPT に AL ) デジタル接続〕ードをつなぐと 
きは、カチッと音びするまでまっすぐにプラグを 
差し込んで < ださい。 

•光 （ OPT に AL ) デジタル接続コードを巧り巧げ 
たり、結んだりしないで<ださい。 

ちょっと一言 

• 本機の DIGITAL 宣声入力端モはすべて、 32 kHz 、 
44.1 kHz 、48 kHz 、96 kHz のサンプリング周波 
数に対応しています。 


次のぺージへつつ< 
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游諭.！：喘9 


HDMI 端子のある機器を接続ずる 

HDMI とは High-Definition Multimedia 
Interface の略で、映像信号と音声信号をデ 
ジタルで伝送するインターフェースです。 


HDMI 接続でできること 

HDMI で輯送されたデジタル音声信号を、本 
機につないだスピーカーか5出力でさます。 
ドルビーデジタル、 DTS 、 U こア PCM 、 
AAC の各フオーマツトに対応しています。 



〇 HDMI ケーブル（別売り） 

ソニー製 HDMI ケープルのご使用をおすすめします。 


26 































































































ブルーレイ ディスク レコーダーを 接続し 

たとをは 

本機の U モコンでブルーレイディスクレコー 

ダーを操作するために 、 VIDEO 2入力の設 

定を変更してください。詳しくは、「お使い 

の機器に合わせて本機を U モコンに登録す 

る」 （63 ページ）をご覧ください。 

HDMI 接続のご注意 

• 高画質をお楽しみいただ < ためには、 

HDMI □づ がついたケーブルび必要です。 
ソニー製の HDMI ケーブルを推奨します。 

• HDMI Licensing LLC で認話された 
HDMI □コ 'つさのケーブルをお使いくださ 
い。 

• HDMI IN 端テに入力された音青信号はス 
ピーカー出力 、 HDMI OUT 端テから出力 
されます。他の音靑端子からは出力されま 
せん。 

• HDMI IN 端テに入力された映像信号は、 
HDMI OUT 端テからのみ出力されます。 

• テレビのスピーカーから音声を出すとさ 
は、 VIDEO >< こ ユーの 「 AUDIO 」 を 
「 TV + AMP 」 に設定してください （4 日 
ページ）。マルチチヤンネルのソフトが再 
生できない場合は、 「 AMP 」 に設定してく 
ださい。 「 AMP 」 に設定すると、音声はテ 
レビのスピーカーか5出力されません。 

• スーパー オーディオ CD のマルチ/ステレオ 
エ U アの音靑は出力されません。 

• 再生機器の映像や音声を、本機を通してテ 
レビに出力している場をは、本機の電源を 
入れてください。電源が入っていないと、 
映像わ音声わ伝送されません。 

• HDMI 端子か5の音靑信号（サンプリング 
周波数、ビット長など）は、つないだ機器 
によ0制限されることがあります 。 HDMI 
ケーブルでつないだ機器の映像びをれいに 
映らなかったり、音がでないとさは、つな 
いだ機器側の設定をご確認ください。 

• 再生機器か5出力される音声のサンプリン 
グ周波数やチヤンネ j レ数び切り換わったと 
さに、音声び途切れる場合があ0ます。 


-接続機器び着作権保護技術 ( HDCP ) に対 
応していないために、本機の HDMI 出力の 
映像や音靑が乱れたり再生でさない場合が 
あ0ます。このよラな場合は、接続機器の 
仕様をご確認ください。 

• HDMI 接続で 96 kHz マルチチヤンネルの音 
声を出力するとさは、再生機器の映像信号 
の解像度を 720 p または108 Oi に設定して 
<ださい。 

• HDMI - DVI 変換ケーブルで DVI - D 機器をつ 
ないだ場合、音靑や映像び出力されないこ 
とびお0ます。 

• 本機につないだ機器の HDMI の設定につい 
て詳しくは、各機器の取扱説明書をご覧く 
ださい。 
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準備 4 :アンテナをつなぐ 

ラジオを聞<ために、付属の AM ループアンテナおよび FM ワイヤーアンテナをつなざます。 


FM ワイヤーアンテナ（付属) 



AM ルーフアンテナ（付属) 


ご注意 

• 雑音の原因になるため、 AM ループアンテナは本 
機や他の AV 機器の近くに置かないでください。 

• FM ワイヤーアンテナは束ねたまま使わないでく 
ださい。 

• FM ワイヤーアンテナをつないだ後は、でさるだ 
け水平に置いて < ださい。 
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本機を初めてお使いになるとをは、必ず下 
の手順で本機を初期設定状態にしてくださ 
い。また、本機をお使いになった後、設定し 
た内容などをお買い上げ時の状態に戻したい 
とさわ、下の手順を行ってください。 
本体のボタンを使って操作してください。 




11/ の （電源）を押して、本機の 
電源を切る。 


2 1/ の （電源）を約 5 秒間押し続 

ける。 

「 CLEARING 」 び表示窓に表示された 

あと、 「 CLEARED 」 と表示されます。 

下記がお買い上げ時の状態に戻0ます。 

•「 LEVEL 」、「 TONE 」、「 SUR 」、 
「 TUNER 」、「 AUDIO 」、「 VIDEO 」、 
「 SYSTEM 」、「 A . CALJ の各メ 
ニューで設定した内容。 

• 入力および放送局ごとに登録したヴ 
ウンドフィールド。 

• 全てのサウンドフィールドのパラ 
メーター。 

• 全ての登録した放送局。 

• MASTER VOLUME は 「VOL MIN 」 
に設定されます。 

• 入力は 「 DVD 」 に設定されます。 


巧のぺージへつづ< 


準備 5: 本体とリモ 
コンを準備する 


電源コードのプラグを壁のコンセントにつな 
ざます。 


電源 コード 


_ 

J 

. j 

〇〇〇 

SURL CENTER SUBWOOFER 


壁のコンセントへ 



電源コードをつなぐ 



本機を初めておほいになるとまは 
(本機を初期設定巧態にする） 
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リモコンに電池を入れる_ 

©と©の向さををねせて、リモコンに、単3 
乾電池（付属）2個を入れます。 



ごま意 

• 高温、を湿の場所を避けて保管してください。 

• 新しい乾電池と使用途中の乾電池を混ぜて使わな 
いで < ださい。 

• マンガン乾電池と、種類の違ラ乾電池を混ぜて使 
わないで < ださい。 

• U モコンを使ラと走は、 U モコン受光部に直射曰 
光や照明器具などの強い光び当たらないよラにご 
注意<ださい。 I 」モコンで操作でをないことびあ 
0まず。 

• 長い間 U モコンを使わないと定は、液漏れや腐食 
を防ぐため、乾電池を取り出して<ださい。 

• 電池交換時に、 U モコンにプ□グラムした内容び 
消える場をびありまず。その場をは、再登録して 
ください （63 ページ)。 

ちょっと一言 

• 乾電池の寿命は、通常約3ヶ月です。リモコンで 
本機を操作でをなくなったら、新しい乾電池に交 
換してください。 


準備巨：自動でス 
ピーカーを設定する 

泊動音場捕正おお） 

D . C . A . C . (Digital Cinema Auto 
Calibration (自動音場補正)）機能によっ 
て、自動的に1；(下の項目を測定します。 

• 各 スピーカーと 本機の接続 
• スピーカーの レベル 
• スピーカーの 距離 
• スピーカーの 極性 
• 周波数特性* 

* ヴンプ U ング周波数び 96 kHz より高い信号を受 
信しているとをは、測定結果は反映されません。 

D . C . A . C . 機能によって、自動的に最適な音 
声バランスを設定します。 

なお、手動でお好みの スピーカーの レベルと 
バランスを設定することわできます。詳しく 
は、「準備 7 : スピーカーの レベルとバラン 
スを調節する」巧日ページ）をご覧くださ 
い。 


測定の準備をずる_ 

スピーカーを設置、接続してから、測定して 

ください（18、21ぺージ)。 

測定の前に、し处下についてごを意ください。 

• AUTO CALM に端子は付属の測定用マイ 
ク専用です。他のマイクはつながないでく 
ださい。本機やマイクの故障の原因にな0 
ます。 

• 測定中は大をな測定音び出ます。音量は調 
整でをません。お子様や隣近所への配慮を 
お願いします。 

• 測定音];(外の音び入5ないよラに、静かな 
環境で測定してください。 

• スピーカーとマイクの間に障害物びあると 
正しく測定でさません。測定開始前に測定 
エリア（機器の設置ェリア）のが側に出て 
くださし、。 
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巧のぺージへつづ < 


ごま意 

• 消音機能を設定していてち、測定が夕台まると自動 
的に解除されます。 



1 測定用のマイク（付属）を本 
機前面の AUTO CAL MIC 端 
子につなぐ。 

2 マイクを設置ずる。 

マイクは実際に視聴する位置に設置し 
ます。ちと同じ高さになるよラに、台 
や云脚を使って固定してください。 

ちょっと一言 

• スピーカーをマイクの方へ向けると、さらに正確 
な測定をすることびでをます。 



■ 1/の 


入力切〇換 
■え用ボタン 


-AMP MENU 
-AUTO CAL 


-MUTING 


MASTER 
■VOL +/- 


AMP MENU を押してから、 
AUTO CAL を巧ず。 

A . CAL メニューの 「 A . CAL YES 」 を選ん 
で、測定することちでをます。 

表示窓に政下び表示されます。 

A . CAL [日] 一 A . CAL [4] 一 A . CAL [3] 
一八 . CAL [2] 一 A . CAL 川 
測定時間は約30秒です。測定び始まると、 

LU 下の項目び表示されます。 



測定項目 

表示 

スピーカーの有無 

TONE 

スピーカーの増幅率、距離、 
周波数特性 

T . S . P . 

ヴブウーファーの増幅率、距 
離 

WOOFER 


ごま意 

• サラウンドスピーカーの高さ情報は測定でさませ 
ん。 SYSTEM メニユーの 「 SURPOS 」 で設定 
してください （41 ページ)。 



測定ずる 
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ちょっと 一言 

• 測定が夕台まったら、測定の妨げにならないよラ、 
スピーカーや U スニングポジションから離れてく 
ださい。測定中はテスト信号びスピーカーから出 
力されます。 

• 正確な測定をするため、周囲の騒音びかない状態 
で測定してください。 

測定を中止ずるには 

測定中に政下の操作をすると、測定び中止さ 
れます。 

一1/のまたは MUTING を巧す。 

一 U モコンの入力切り換え用ボタンまたは本 
体の INPUT SELECTOR を押す。 

ーボリュームを変更する。 

-AUTO CAL をわラー度押す。 


測定結まを巧誘/巧巧ずる 


1測定結果を確認ずる。 

測定び終わると終了音び鳴0、測定結 
果び表示されます。 


測定結果 

表示 

説明 

正常に測定び 

SAVE 

手順2へ進ん 

終了したとき 


で < ださい。 

正常に測をで 

ERROR 

「エラーび出 

さなかったと 

XXXX 

たとさは」 

さ 


(32 ページ） 


をご幫くださ 
し、。 


2 ♦/ ♦を繰り返し押して項目を 
選び、©を押ず。 


項目 

説明 

RETRY 

再測定します。 

SAVE 

測定した設定を保存し、 
終了します。 

WARN CHK 

測定結果のミ主意事項を表 
示します 。 「「WARN 
CHK 」 を選んだとさは」 
(33 ページ）をご K くだ 
さい。 


項目 

説明 

PHASE 

各スピーカーの位相（正 
ネ目/逆相）を表おします。 
「「 PHASE 」 を選んだと 
さは」 （33 ページ）をご 
養ください。 

DISTANCE 

スピーカーの距離の測定 
結果を表のします。 

LEVEL 

スピーカーのレベルの測 
定結果を表术します。 

EXIT 

測定した設定を保存しな 
いで終了します。 


3測定結まを保巧ずる。 

手順2で 「 SAVE 」 を選びます。 

測定結果び保をされます。 

エラーが 出たとさは 

エラー原因の対策をして、再測定して<ださ 

い。 


エラーの 種類 

原因と対策 

ERROR 32 

スピーカーび検出されませ 
んでした。測定用のマイク 
び正しく接続されているこ 
とを確認し、再測定してく 
ださい。接続されている場 
合は測定用マイクび断線し 
ていることび考えられま 
す。 

ERROR F 33 

• フ□ントスピーカーび接 
続されていない、または 
フ□ントスピーカーび1 
本しか接続されていませ 

• 測定用マイクび接続され 
ていません。 

ERROR SR 33 

左かちどちらかのサラウン 
ドスピーカーび接続されて 
し、ません。 

ERROR SW 33 

サブウーファーび接続され 
ていません。サブウー 
ファーを本体後面の 

SU 目 WOOFER 端子に接 
続してください。 
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エラーの 種類 

原因と対策 

ERROR 33 

ノイズに より、スピーカー 
び誤って検出され ました。 
測定音 L 处外の音び入らない 
よ ラに、静かな環境で測定 
して < ださい。 


エラーを 修正ずるには 

1エラーコー ドを記録する。 

2 ©を押して、 「 RETR 丫 Y 」 を表示させる。 
3 エラーの原因を修正する。 

詳しくは、「エラーび出たとさは」 （32 
ページ）をご覧ください。 

4 ©を押して、再測定する。 

「WARN CHKJ を選んだときは 

測定結果にミち意事項びあつた場合、詳しい情 
報を表术します。 


©を押して、 r 測定結果を確認/保 
存ずる」の手順2に戻る。 


WARNING の哉 A 。 

種類 _がパ_ 

WARN 40 測定は完了しましたび、騒 

音のレベルび高いです。再 
測定を斤ラと測定でをる場 
合ちありますび、すべての 
環境で測定びでさるとは限 
0ません。でさるだけ、周 
囲の騒音びかない状態で測 
定してください。 


WARNING の 
種類 

説明 

WARN 43 

サプウーファーの距離•位 
相び測定でさませんでし 
た。ノイズび原因となって 
いる場合びあります。周囲 
び静かな状態で再測定して 
ください。 

NO WARN 

WARNING 情報はありま 
せん。 

「 PHASE 」 を選んだときは 

各スピーカーの位相（正相、逆相）を確認で 

さます。 


♦/ ♦を繰り返し押してスピーカー 
を選び、® を押して r 測定結果を 
確認/保巧ずる」の手順 2 に戻る。 


表示 

説明 

IN 

正相です。 

OUT 

逆相です。スピーカーの+ 

/一端子び逆に接続されて 
し、る可能性びあります。 


* ■■部分には、スピーカーチヤンネルび表示され 


ます。 


FL 

フ □ント スピーカー (左） 

FR 

フ □ント スピーカー (ち） 

C 

センタースピーカー 

SL 

サラウンド スピーカー （左) 

SR 

サラウンド スピーカー （ち) 

SW 

サプウーファー 



rv 

m 

諭 


WARN 41 測定用マイクからの入力び 

過大です。これ攻上大さな 
音で測定でさません。周囲 
の騒音びかさくなつてから 
_再測定してください。_ 

WARN 42 本機のボ U ュームび過大で 

す。これ L ツ上大きな音で測 
定でさません。周囲の騒音 
び小さ<なってから再測定 
して < ださい。 


ちよつと一己 

• サブウーファーの位置によって極'性の判定び異な 
る攝合びありまず。測定結果のまま使って問題あ 
りません。 

測定が終わった S 

測定用のマイクを抜いてください。 

ごま意 

• スピーカーの設置位置を変更したとさは、測定を 
や D 直してください。 


次のページへつづ< 
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A . CAL メニユーのパラメーター 
にごし、て 

A . CAL ^ ニューを使って、自動音場補正機 
能をお好みにあわせて設定することびでをま 
す。 

こユーから rS - A . CALJ を選んでくださ 
し、。パラ一夕一の調節について詳し<は、 

レ<こューを使ってアンプを設定する」巧9 
ぺージ）およびレ<こューー覧」 （40 ぺ一 
ジ）をご覧< ださい。 

■ AUTO CAL (自動音場補正機能の有 
効/無効） 

• A . CALN 0 

自動音場補正機能を無効にします。 

• A . CAL YES 

自動音場補正の測定を開始します。 

■ CAL LOAD (測定値の読み&み)# 

• LOAD YES 

保をされた測定値を読み込むとさに選びま 
す。 

• LOAD N 0 

保をされた測定値を読み込みたくないとさ 
に選びます。 

* すでに保存された測定値びある場合のみ、この項 
目を選ぶことびでをます。 


34 




準備 7 : スピーカー 
のレベルとパランス 
を調節ずる 

(TEST TONE ) 

U スこングポジションに座り、テスト!-ーン 
の出力を聞さなが5スピーカーのレベルとバ 
ランスを調節でをます。 


ちょっと一 言 

. 本機は中む周波数800 Hz のテスト!-ーンを採用 
しています。 


2-5 



MASTER 
VOL +/- 


1 AMP MENU を押ず。 

「1 - LEVEL 」 び表示窓に表示されます。 


5 ♦/ ♦を繰り返し押して、 「 T . 
TONE YJ を選ぶ。 

各 スピーカーから 政下の順番でテスト 
トーン（ヴーッといラ音）び出力され 
ます。 

フ□ント（左）ーセンターーフ□ント 
(ち）ーサラウンド（ち）ーサラウン 
ド（左）ーサブウーファー 

6ずべてのスピーカーのテスト 
I ンが同じ音量に聞こえる 
よラに、 LEVEL メニューを 
使って各スピーカーのレベル 
とバランスを調節ずる。 

詳しくは、 r 各 スピーカーの レベルやバ 
ランスを調節する」 （42 ページ）をご覧 
くださし、。 


ちょっと一 言 

• ずべてのスピーカーの音量を一度に調節し 
たいとをは、 U モコンの MASTER V0L 
+ /- または本体の MASTER VOLUME つ 
まみで調節しまず。 

• スピーカーのレベルとバランスを調整して 
いる間は、調整した値び表示窓に表おされ 
ます。 


テスト!-ーンを止めるには 

手順1〜5を行い、手順5で n . TONE NJ 
を選びます。 


2 ©または■►でミ夫定ずる。 


3 ♦/ ♦を繰り返し巧して、 IT . 
TONE 」 を選ぶ。 

4 ©または■►でミ夫定ずる。 












再をずる 


つないだ機器を選ぶ 



1 入力切り換え用のボタンを巧 
ず。 

または、本体の INPUT SELECTOR を 
押します。 

選んだ入力び表示窓に表示されます。 


選んだ入力 
棒お] 

再生ずる機器 

DMPORT 

[ DMPORT ] 

DMPORT 端子につない 
だデジタルメディアポー 
トアダプター* 

VIDEO 1 
[ VIDEO 1] 

VIDEO 1端モにつない 
だビデオデッキなど 

VIDEO 2 
[VIDEO 2 / 

目 D ]** 

VIDEO 2/目 D 端子につ 
ないだブルーレイディス 
クレコーダーなど 

DVD 

[ DVD ] 

DVD 端モにつないだ 

DVD プレーヤーなど 


選んだ入力 
情お I 

再生ずる機器 

SAT 

[ SAT ] 

SAT 端子につないだ衛星 
放送チューナーや ST 目 
(セットトップボックス） 
など 

TV 

TV 端モにつないだテレ 

[ TV ] 

ビなど 

SA - CD/CD 

SA - CD / CD 端モにつな 

[ SA - CD / CD ] 

いだスーパーオーディオ 


CD / CD プレーヤーなど 

TUNER 

内蔵ラジオチューナー 

[ FM または 


AM ] 



* デジタルメディアポートアダフターは今後 
発売を予定しています。 

**「VIDEO 2/目 D 1 はスク□-ルして、 

[VIDEO 2] び表示されまず。 

2 アンプにつないだ機器の電源 
を入れ、再生ずる。 

3 MASTER VOL +/- を押し 

て、音量を調節ずる。 

または本体の master volume つま 

みを回します。 

音を一時的に消したいときは 

U モコンの MUTING を押します。 

消音機能を解除するには、1；(下の操作をして 
<ださい。 

• MUTING をちう一度巧す。 

• ボ U ユームを調節して音量を上げます。 

• 本体の電源を切る。 

スピーカーの 破損を防ぐために 

電源を切る前にボリュームを最ルにしておい 
て < ださい。 


36 







































つないだ機器の音/映像を楽しむ 


スーパー オーデイオ CD / CD を聞く 


，ぶ 

〇留盤 

0田®‘ 
©包田 

S 〇 S 〇 


書- 


•出"の て,)です 
• m . rn . (•，);**"? 
I常" 処 CD 

瘤 

恐因田画 

©-のち. 
0 0 0 




ごま意 

• 本ページの操作はソニーのスー 
ノてーオーディオ CD プレーヤー 
の場合でず。 

• スーパーオーディオ CD プレー 
ヤー、 CD プレーヤーの操作に 
ついて詳しくは、各機器の取扱 
説明書をご覽ください。 

ちょっと一言 

• お聞をになる音楽に合わせてお 
好みの音場効果を設定すること 
びでをまず。詳しくは50ペー 
ジをご覧 < ださい。 

おすすめの音場プ□グラム： 
クラシック ： HALL 
ジャズ ： JAZZ 

ライブコンサート ： CONCERT 
• 2 ch で記録された音声を全ての 
スピーカーから出力して聞くこ 
とびでをます（マルチチヤンネ 
ル)。詳しくは、48ページをご 
覧ください。 


4 


スーパーオーディオ CD プレーヤー / CD プ 
レーヤーの電源を入れ、ディスクをプレー 
ヤーにセットずる。 

本機の電源を入れる。 

リモコンの SA - CD / CD を押ず。 

または本体の INPUT SELECTOR を巧して、 「 SA - CD / 
CD 」 を崖びます。 

ディスクを再生ずる。 

ボリュームを適当な音量に調節ずる。 

スーパーオーディオ CD / CD を聞を終わった 
5、ディスクを取り出し、各機器の電源を 
切って終了ずる。 


次のぺージへつづぐ 


助5か 
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テレビ、 DVD プレーヤーの電源を入れる。 
本機の電源を入れる。 

リモコンの DVD を巧ず。 

または本体の input SEI _ ECTOR を押して、 「 DVD 」 を 
選びます。 

テレビの入力を DVD プレーヤーの映像が B 巧 
るよラに切り換える。 

テレビに映像び出ない場合は、 DVD プレーヤーの映儘出 
力がテレビに正しく接続されているか確認してください。 

DVD プレーヤーの設定をずる。 

詳しくは、付属の「接続-設定ガイド」をご覧ください。 

ディスクを DVD プレーヤーにセットし、再 
生ずる。 

ボリュームを適当な音量に調節ずる。 

DVD を見終わった5、ディスクを取り出 
し、各機器の電源を切って終了ずる。 


ごま意 

• テレビ、 DVD フレーヤーの操作 
について詳しくは、各機器の取 
扱説明書をご覧 < ださい。 

• マルチチャンネルで音声び間け 
ない攝合は、こついてご確 
認< ださい。 

一本機と DVD プレーヤーびデ 
ジタル接続されているか。 

一 DVD プレーヤー側の音声デ 
ジタル出力び設定されてい 
るか。 

ちょっと一言 

• お、要に応じて再生ずるディスク 
のサウンドフオーマットを選ん 
で < ださい。 

• 再生ずる映画/音楽に合わせて、 
お好みの音場効果を設定でさま 
す。詳しくは、日0ページをご 
覧< ださい。 

おすずめの音場プ□グラム： 
映画： C . ST.EX 
音楽 ： CONCERT 


navr- ana nln'. 

@ の迅密 

©■ CD "©■ 

6 © ® 


o © を爹 

© © © ® 
る©® 

CJ C_> CJ C_) 
•の•の•の CJ 
•の•の"の*^? 

•の•の•の•君 
'帶"晒。呼 

3s mltm itf&i 


DVD を見る 


12 3 4 5 6 7 8 
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アンプを操作ずる 


メニューを使ってア 
ンプを設定ずる 

メニューを使って、本機のさまざまな設定を 
することがでをます。 


2-6 



b W * を 繰り返し押して、パラ 
メーターを選ぶ。 

自動的に パラメーターび 確定されます。 

前の表示に戻るには 

♦を押します。 

メニューか6巧けるには 

AMP MENU を押します。 

ごま意 

• 表示窓の設定項目び暗<表示されているちのは、 
選んだ設定項目び機能しない、あるいは変更でを 
ないことを意味します。 


1 AMP MENU を巧ず。 

「1丄 EVEU が表示窓に表示されます。 

2 ♦/ ♦を繰り返し押して、設定 
したいメニューを選ぶ。 

3 径)または■►を巧して、メ 

ニューを表をずる。 

4 ♦/ ♦を繰り返し巧して、設定 
したい項目を選ぶ。 

5 ©または■►を押して、設定項 
目の パラメーターを 表示ず る。 


巧の ぺージ へつつ< 
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メニュ ーー 質 


各;>< こユーか 5 LU 下のオプションび設定でさ 
ます。こユー操作について詳しくは、39 
ページをご覧ください。 


メニユ ー 

[表示] 

項目 

[表示] 

設定値 

初期値 

LEVEL 
[1- LEVEL ] 

テスト!ン *1 

[ T . TONE ] 

T . TONEY . T . TONE N 

T . TONE N 

(42 ぺージ） 

フ□ントスピーカーバランス* 1 
[FRT 巨 Al _] 

BAL . L +1 〜 BAL . L +10、 
BALANCE、BAL R +1 〜 
BAL . R +10 

BALANCE 


センタースピーカーレベル 
[CNT LVL ] 

CNT -10 d 巨 〜 CNT 
+10 dB CldB 単位） 

CNT 日 d 巨 


サラウンドスピーカー（左）レベル 
[SL LVL ] 

SURL -10 dB〜SURL 
+10 dB CldB 単位） 

SUR LOdB 


サラウンドスピーカー（ち）レベル 

[SR LVL ] 

SURR -10 dB-SURR 
+10 dB Cld 巨単位） 

SUR ROd 巨 


サプウーファーレベル 
[SW LVL ] 

SW -10 clB 〜 SW +10 dB 

(1 d 巨単位） 

SWOdB 


ダイナ S ックレンジの圧縮* 1 
[ D . RANGE ] 

COMP . OFF 、 COMP . 

STD 、 COMP . MAX 

COMP . OFF 

TONE 

[2- T 0 NE ] 

フ□ントスピーカーのほ域レベル 

[BASS LVL ] 

BASS -10 clB 〜 BASS 
+ 10 dB (日.日 dB 単位） 

BASS OdB 

(43 ぺージ） 

フ□ントスピーカーの高域レベル 
[TRE LVL ] 

TRE -10 dB 〜 TRE 
+ 10 dB (日. SdB 単位） 

TREOd 巨 

SUR 

[3- SUR ] 

(43 ぺージ） 

サウンドフイールドの種類の選択* 1 

[ S . F . SELCT ] 

2 CH ST .、 A . F . D . AUTO 、 
DOLBY PL 、 PLII MV 、 

PLII MS、MULTI ST .、 
C . ST . EXA 、 C . ST . EXB 、 
C . ST . EXC 、 PORTABLE 、 
HALL 、 JAZZ、CONCERT 

A . F . D . AUTO 


エフェクトレべ J レ* 1 が 

[ EFFECT ] 

EFCT . MIN 、 EFCT . STD 、 
EFCT . MAX 

EFCT . STD 

TUNER 
[4- TUNER ] 
(44 ぺージ） 

FM 放送局の受信モード# 1 
[FM MODE ] 

FM AUTO、FM MONO 

FM AUTO 

AUDIO 
[5- AUDIO ] 
(44 ぺージ） 

デジタル音声入カデコードプライオ 

U テイ*1 

[ DEC . PRI .] 

DEC . AUTO 、 DEC . PCM 

• VIDEO " I および 
VIDEO 2/ 巨 D 、 

SAT 、 TV、DVD 端 
テに入力されるデジ 
タル音声は 「 DEC . 
AUTO 」 

• SA - CD / CD 端子に入 
力されるデジタル音 
声は 「 DEC . PCM 」 


二重音声モード*1 
[ DUAL ] 

DUAL M / S、DUAL M . 
DUALS 、 DUALM+S 

DUALM 


音声と映像出力の同期# 1 
[ A . V . SYNC .] 

A . V . SYNC . 0 〜 

A . V . SYNC . 20 

A . V . SYNC . 0 


デジタル音声入力の割り当て 
[ D . ASSIGN ] 

詳しくは、目 0 ページをご覧 
<ださい。 



音声入カモードの切り換え* 1 
[IN MODE ] 

詳しくは、58ページをご覧 
<ださい。 






メニユ ー 

[表示] 

項目 

[表示] 

設定値 

初期値 

VIDEO 

[6- VIDEO ] 

HDMI 音声出力の設定* 1 * 3 
[ AUDIO ] 

AMP 、 TV+AMP 

AMP 

(4 己ページ） 

HDMI コント□-ル機能の設定*け 3 
[ CONTROL ] 

CTRL ON、CTRL OFF 

CTRL OFF 

SYSTEM 

フ□ントスピーカー（左）までの距 

DIST . 1.0 m 〜 DIST . 7.0 m 

DIST . 3.0 m 

[7- SYSTEM ] 
(46 ページ） 

離* 1*4 

[FL DIST .] 

(a 1 m 単位） 



フ□ントスピーカー（ち）までの距 
離*け4 

[FR D に T .] 

DIST . 1.0 m 〜 DIST . 7.0 m 
(0.1 m 単位） 

DIST . 3.0 m 


センタースピーカーまでの距離* 1 * 4 
[CNT D に T .] 

DIST . 1.0 m 〜 DIST . 7.0 m 
(0.1 m 単位） 

DIST . 3.0 m 


サラウンドスピーカー（左）までの 

距離* 1 * 4 

[SL DIST .] 

DIST . 1.0 m 〜 DIST . 7.0 m 
(a 1 m 単位） 

DIST . 3.0 m 


サラウンドスピーカー（ち）までの 

距離* 1 * 4 

[SR DIST .] 

DIST . 1.0 m 〜 DIST . 7.0 m 
(0.1 m 単位） 

DIST . 3.0 m 


サブウーファーまでの距離* 1 * 4 

[ SWDIST .] 

DIST . 1.0 m 〜 DIST . 7.0 m 
の. 1 m 単位） 

DIST . 3.0 m 


サラウンドスピーカーの位置* 1 

[SUR POS .] 

巨 EHD / HI 、 巨 EHD / LO 、 
SIDE / HI 、 SIDE/LO 

SIDE/LO 


表示窓の明るさ 
[ DIMMER ] 

日％ dim 、 40% dim 、 70% 
dim 

日％ dim 

A . CAL 
[8- A . CAL ] 

自動音場補正機能の有効/無効* 1 *日 
[AUTO CAL ] 

A.CAL 丫 ES 、 A.CALNO 

A.CAL NO 

(34 ページ） 

測定値の読み込み 4 け 4 
[CAL LOAD ] 

LOAD N 0 、 LOAD YES 

LOAD YES 



乂 

が 

滿 

な 

叫 

か 


* 1 詳しくは、カツコ内のページをご覧ください。 

がサラウンド効果は、 2 ch ステレオおよび A . tD . モードでは機能しません。 

のこのパラメーターを選ぶと、表示窓の 「 HDMI 」 び点ミ咸しまず。 

*4 A . CAL >< ニューの 「 CALLOAD 」 を 「LOAD YES 」 に設定ずると、測定値び ■. 国国のというように表お 
され、 1 cm 単位で調節でさるよラにな0ます。 

が設定を選んだあと、©を巧して確定して < ださい。 
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各ス ピーカー のレべ 
ルやバランスを調節 
する 

(LEVEL メニユ ー) 

LEVEL >< こ ユーを 使って、各 スピーカーの 
レベルやバランスを調整でをます。 

メこユーから「1丄 EVEU を選んでくださ 
い。パラ一夕一の調節について詳しくは、 

こユーを使ってアンプを設定する」巧9 
ぺージ）、レ<こユ ーー 覧」 （40 ぺージ）をご 
覧< ださい。 

LEVEL メニユーの設定項目 

■ T . TONE (テスト!ン） 

U スこングポジションに座り、テスト!-ーン 
の出力を聞さなび5スピーカーのレベルとバ 
ランスを調節できます。詳しくは、「準備7 : 
スピーカーのレベルとバランスを調節する」 
(35 ページ）をご覧ください。 

■ FRTBAL (フ□ントスピーカーバラ 
ンス） 

フ□ントスピーカーの左ちのバランスを調節 
します。 


■ D . RANGE (ダイナミックレンジの 
圧縮） 

サウンドトラックのダイナミックレンジを狭 
くします。深夜にル音量で映画を見たいとさ 
などに便利です。ドルビーデジタルの音声に 
のみ働をます。 

• COMP . OFF 

ダイナブックレンジの圧縮は行われませ 
ん。 

• COMP . STD 

レコーディングエンジこアび意図するダイ 
ナミックレンジでサウンドトラックを再現 
します。 

• COMP . MAX 

ダイナブックレンジを極端に狭くします。 

ちょっと一 言 

•「 D . RANGE (ダイナミックレンジの圧縮)」で 
は、ダイナミックレンジをドルビーデジタルに記 
錄されているダイナミックレンジ情報に基づいて 
圧縮します。 

「 COMP . STD 」 び本来の圧縮値ですび、控えめ 
に感じるときは、 「 COMP . MAX 」 をおずすめし 
ます。これは極端にダイナ S ックレンジを圧縮し 
ますので、深夜のビデオ鑑賞などに便利です。ア 
ナ□グの I 」ミッターとは異なり、機器側び圧縮ポ 
イントをあらかじめ予測しているため、自然な圧 
縮になります。 


■ CNT LVL (センタースピーカー レべ 
ル） 

■ SLLVL (サラウンド スピーカー 
庙）レベル） 

■ SRLVL (サラウンド スピーカー 
庙）レベル） 

■ SWLVL (サブウーファーレベル） 
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フ□ン トス ピーカー 
の音質（低域/高域 
レベル）を調節する 

(TONE メニュ ー） 

TONE ^ ニューを使って、フ□ントスピー 
カーの音質（低域/高域レベル）を調節でを 
ます。 

メニューか5に- TONE 」 を選んでくださ 
し、。パラ一夕一の調節について詳しくは、 
レ<ニューを使ってアンプを設定する」 （39 
ベージ)、「;>(ニュ ーー 覧」 （40 ぺージ）をご 
覧< ださい。 

TONE メニューの設定項目 

■ BASS LVL (フ□ントス ピーカーの 
低域レベル） 

■ TRELVL (フ□ントス ピーカーの 高 
域レベル） 


サラウンド効果を調 
節する 

(SUR メニュ ー） 

SUR ^ ニューを使って、お好みのサウンド 
フィールドを選び、サラウンド効果を楽しむ 
ことびでをます。 

にューから rs - suRj を選んでください。 
パラ;><一夕一の調節について詳しくは、「;>< 
こューを使ってアンプを設定する」 （39 ペー 
ジ)、 「；>< ニューー覧」 （40 ページ）をご覧く 
ださい。 

SUR メニューの設定項目 

■ S . F . SELECT (サウンドフィール 
ドの種類の選択） 

お好みのサウンドフィールドを選ぶことびで 
きます。詳しくは、「サラウンド効果を楽し 
む」 （48 ページ）をご覧ください。 

ごま意 

• 本機では、各入力で最媛に選んだサウンドフィー 
ルドび次回ち適用されます（サウンドフィールド 
リンク）。例えば、 SA - CD / CD 入力に巧して 
「 HALU を選び、その後、入力を切り換えて、 

をラー度 SA - CD / CD 入力に戻っても 、 「HALU 
び適用されます。 

■ EFFECT (エフェクトレベル） 

MOVIE または MUSIC ボタンを巧してサウ 
ンドフィールドを選んだとさの、サラウンド 
効果のレベルを選ぶことびでをます。 

• EFCT . MIN 

サラウンド効果のレベルを最ルにします。 

• EFCT . STD 

サラウンド効果のレベルを標準にします。 

• EFCT . MAX 


サラウンド効果のレベルを最大にします。 


か ！ -r か 
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ラジオを設定ずる 

(TUNER メニュ ー） 

TUNER >< ニューを使って、 FM 放送局の受 
信モードを設定でさます。 

こューか 5 r 4- TUNER 」 を選んでくださ 
い。パラ;一夕一の調節について詳しくは、 
r メこューを使ってアンプを設定する」巧 9 
ぺージ）、「メこュ ーー 覧」 （40 ぺージ）をご 
覧< ださい。 

TUNER メニューの 設定項目 

■ FM MODE ( FM 放送局の受信 モー 

ド） 

• FMAUT 0 

ステレオで放送されたラジオ放送をステレ 
才として受信します。 

• FM MONO 

放送信号に関わらず、モノラルとして受信 
します。 


音声を設定ずる 

(AUDIO メニュ ー） 

AUDI 0；>< ニューを使って、お好みにをわせ 
て音靑を設定でさます。 

ニューから rS - AUDIOJ を選んでくださ 
い。パラメーターの調節について詳しくは、 
ニューを使ってアンプを設定する」 （39 
ぺージ)、ニュ ーー 覧」 （40 ぺージ）をご 
覧ください。 

AUDIO メニューの 設定項目 

■ DEC . PRI . (デジタル音声入カデ 
コードプライオリティ） 

DIGITAL 音亩入力端子と HDMI IN 端テに入 
力されるデジタル音声の入カモードを設定で 
をます。 

• DEC . AUTO 
ドルビーデジタル、 DTS 、 

MPEG -2 AAC 、 PCM の音声入力を自動 
的に切0換えます。 

• DEC . PCM 

PCM 信号を優先して処理します（頭切れ 
を防ざます)。 

その他の信号び入力されたとさ、フォー 
マットによっては音び出ないことびありま 
す。その場合は、 「 DEC . AUTO 」 に設定 
して < ださい。 

HDMI IN 端テか5の信号を選んでいると 
きは、接続している機器からは PCM 信号 
のみ出力されるよラになります。その他の 
フォーマットを受信する場合は 「 DEC . 
AUTO 」 に設定してください。 

ごま意 

•「 DEC . AUTO 」 に設定して CD などのデジタル 
音声を入力したとさに、再生を始めると音び途切 
れる場合は 「 DEC . PCM 」 にしてください。 
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■ DUAL (二重音声モード） 

MPEG -2 AAC やドルビーデジタルなどの二 
重音靑を聞くとを、再生モードを設定しま 
す。 

• DUAL M/S (主音声/副音声） 

フ□ントスピーカー左から主音靑、フ□ン 
トスピーカーちから副音靑を同時に再生し 
ます。 

• DUALM (主音声） 

を音亩のみを再生します。 

• DUALS 福 ij 音靑） 

副音靑のみを再生します。 

• DUAL M+S (主音靑+副音靑） 

主音亩と副音靑が合成された音靑を再生し 
ます。 

■ A.V. SYNC. (音声と映像出力の同 
期） 

入力された音声を遅らせて、映像と音靑のず 
れを調節することびでさます。0 (0 ミ U 秒） 
から20に00ミ U 秒）まで、1 (10 ミリ秒） 
単位で調節でさます。 

ごま意 

• A . V . S 丫 NC . 機能は、大きな液晶ディスプレイや 
プラズマモニター、プ□ジてクターなどを使用し 
ているとさに便利でず。 

• A . V . S 丫 NC . 機能は、 HDMI 入力でマルチチヤン 
ネル PCM 信号を受信しているとをには機能しま 
せん。 

■ D. ASSIGN (デジタル音声入力の割 
り当て） 

特定の入力のデジタル音靑入力を、他の入力 
に割0当てることびでをます。詳しくは、 
r 選んだ入力にデジタル音声端テを割り当て 
る」 （60 ページ）をご覧ください。 

■ IN MODE (音声入カモードの切り 
換え） 

音声入カモードの切り換えびでさます。詳し 
くは、「デジタル音声とアナ□グ音靑の入力 
を切0換える」ほ8ページ）をご覧< ださ 
し、。 


映像を設定ずる 

(VIDEO メニュ ー） 

VIDEO >< ニューを使って、 HDMI に関する 

さまざまな設定がでさます。 

に ュー から re - VIDEO 」 を選んでくださ 

い。パラーターの調節について詳しくは、 

こューを使ってアンプを設定する」 （39 

ぺージ）、「>(こューー覧」 （40 ぺージ）をご 

賣< ださい。 

VIDEO メニューの設定項目 

■ AUDIO (HDMI 音声出力の設定) 

本機と HDMI 接続した再生機からの音声の出 

力先を設定します。 

• AMP 

再生機の音声は、本機につないだスピー 

力一からのみ出力されます。マルチチヤン 

ネルの音靑はそのまま再生巧能です。 

ごま意 

• テレビの スピーカーから 音は出ません。 

• TV+AMP 

再生機の音声は、本機につないだスピー 

力一と、テレビのスピーカーの両方か5再 

生されます。 

ご注意 

. 本機で再生する音声は、チヤンネル数やヴンプ 
U ング周波数など、テレビの性能に依存しま 
す。テレビびステレオ （2 ch ) スピーカーの場 
合は、マルチチヤンネルのソフトを再生して 
も、本機の音声はテレビと同じステレオ 
(2 ch ) になりまず。 

• 本機にプ□ジエクターなどの映像機器をつない 
でいるとを、本機につないだスピーカーから音 
び出ないことびあります。その場をは、 

「 AMP 」 に設定してください。 


なのぺージへつつ< 


か JlfTT か 
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■ CONTROL (HDMI コント□-ル機 
能の設定) t 

HDMI コント□ール機能の有効/無効を設定 
します。 

詳しくは、付属の 「BRAVIA Link ガイド」 

をご覧 < ださい。 

* このパラメーターを選ぶと、表示窓の 「 HDMI 」 
び点滅します。 


システムを設定する 

(SYSTEM メニュ ー） 

S 丫 STEM こ ューを 使って、 スピーカーの 
距離などを設定でさます。 

メニューから r 7- SYSTEM 」 を選んでくだ 
さい。パラ一夕一の調節について詳しく 
は、「；><ニューを使ってアンプを設定する」 
(39 ぺージ)、「メニューー覧」 （40 ぺージ） 

をご覧 < ださい。 

SYSTEM メニューの 設定項目 

■ FLmST. (フ□ントス ピーカー 
(左）までの距離） 

■ FRDIST. (フ□ントス ピーカー 
(ち）までの距離） 

■ CNTDET. (センタースピーカー ま 
での距離） 

■ SLDIST. (サラウンド スピーカー 
(左）までの距離） 

■ SRDIST. (サラウンド スピーカー 
(ち）までの距離） 

■ SW D に T. (サブウーファーまでの 
距離） 

U スこングポジションか5スピーカーおよび 
サブウーファーまでの距離を設定します。 

ちょっと一 言 

• A . CALy - zL -0 「CAL LOAD 」 を 「LOAD 
YESJ に設定すると、スピーカーの距離を 1 cm 
単位で調節でをるよラになります。 

• U スニングポジションからセンタースピーカーま 
での距離圓は、 I 」スニングポジションからフロ 
ントスピーカーまでの距離图よりち 1.5 m より近 
くに設定でをません。 L ツ下の図の回一圆び 

1.己 m じ(下になるよラに設置してください。 

例：固び 6 m のとき、面の距離は4.己 mL ^ Lb にし 
て < ださい。 

U スニングポジションからサラウンドスピーカー 
までの距離回は、 U スニングポジションからフ 
□ントスピーカーまでの距離图よりを4.己のより 
近くに設定でをません。 LiTF の図の回一回び 
4.5 m じ(下になるよラに設置してください。 
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例：因び 6 m のとを、回の距離は 1.5 mL ソ上にし 
て < ださい。 

これらは、スピーカーの配置を適切に行い、より 
よい音で楽しんでいただくために設けた制限で 
す。使いこなしのヒントとして、実際の距離より 
近くスピーカーの位置を設定すると、音び出る夕 
イ S ングび遅くなり、スピーカーび遠くにあるよ 
ラに感じられます。 



■ SURPOS. (サラウンドスピーカー 
の位置） 

シネマスタジオ EX モードほ1ぺージ）によ 
るサラウンド効果を充分に得るために、サラ 
ウンドスピーカーの位置を設定します。 



• BEHD/HI 

サラウンドスピーカーの位置び包かつ© 
の範囲にあるときに選びます。 

• BEHD/LO 

サラウンドスピーカーの位置び包かつ© 
の範固にあるとさに選びます。 

• SIDE/HI 

サラウンドスピーカーの位置び©かつ© 
の範囲にあるとさに選びます。 

• SIDE/LO 

サラウンドスピーカーの位置び©かつ© 
の範囲にあるときに選びます。 

ちょっと一 言 

• サラウンドスピーカーの位置は、シネマスタジオ 
EX モード専用の設定です。通常のサウンド 
フィールドでは、スピーカーの配置はそれほど重 
要ではありません。 

基本的にはスピーカーは後方配置を標準として設 
計していますが、角度び相当開いていてを効果び 
比較的薄れません。しかしスピーカーをちの真横 
に置<と効果びはっさりしな<なるため、 
「 SIDE / LO 」 と 「 SIDE / HI 」 を用意しました。 
ただし、 U スニング環境には壁の反射ち含まれる 
ため、スピーカーの位置び高いとさは、サラウン 
ドスピーカーびほぼ真横にあっても 「 BEHD/HU 
に設定したほラびよい場合びあります。 

実際に設定し、よ0にがり感び豊かで、サラウン 
ド空間とフ□ントとのつなびりのよいほラを選ん 
でください。迷ったら 「 BEHD / LO 」 または 
「目 EHD / HI 」 に設定し、距離や音量を調節してよ 
りよい広びり感になるよラにしてください。 

■ DIMMER (表示窓の明るさ） 

表示窓の明るさを3段階で調節でさます。 
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サラウンド効まを楽しむ 


ド ルビー デジタル や 
DTS のサラウンド 
効果を楽しむ 


(AUTO FORMAT DIRECT) 

A . F . D . (オートフォーマットダイレクト） 
モードを使って、録音またはエンコードされ 
たままのソフトの音を再現します。また、之 
チヤンネルステレオ音声をマルチチヤンネル 
で聞<ためのデコード烟理モードを選ぶこと 
びでさます。 


A . F . D . 


VIDE0 1 VIDEO 2 VIDEO 3 DVD 


0 0 0 0 

SAT TV SA-CD/CD TUNER 

0 0 0 0 

2CH A.F.D. MOVIE MUSIC 

a cp a CD 


A . F . D . を繰り返し巧して、お好み 
のサウンドフィールドを選ぶ。 

本体の SOUND FIELD +/ — を使うことも 
でさます。 

詳しくは、 「 A . F . D . モードの種類」 （49 ペー 
ジ）をご覧< ださい。 
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A.F.D. モードの種類 


デコード処理 
モード 

A . F . D . モード 

旗お] 

デコード後のマル 
チチャンネル音青 

効果 


(自動判別） 

A . F . D . AUTO 
[ A . F . D . AUTO ] 

(自動判別） 

このモードは殘響などの効果を加えず 
に、録音された、またはエンコードされ 
たままの音を再現します。ただし、ヴプ 
ウーファーから出力される低域効果音で 
ある LFE 信号びないとをは、本機びサ 
ブウーファー用信号を生成し、サプウー 





ファーから出力します。 


ドルビープ □□ 
ジック 

PRO LOGIC 
[DOLBY PL ] 

4 チヤンネル 

ドルビープ□□ジック処理を行います。 

2 チヤンネルで記録されている音声を 

4.1 チヤンネルにデコードして再生しま 
す。 

4 

VJI 

ドルビープ □□ 
ジック II 

PRO LOG に II MOVIE 
[PLII MV ] 

日チヤンネル 

ドルビープ□□ジック II のムービーモー 
ド処理を巧います。ドルビーサラウン 
ド-エンコードされた映画音声の再生に 
適しています。また、吹替版や古い映画 
のビデオなどを 5.1 チヤンネルで再生で 
をます。 

乂 

-n 

沒 

Mm 

Tm 

が 

縣 

C 

e 


PRO LOGIC II MUSIC 
[PLII MS ] 

5 チヤンネル 

ドルビーフ □ □ジック 11 のミユージック 
モード処理を行います。 CD など通常の 
ステレオ録音された音声の再生に適して 
います。 

(マルチステレ 
才） 

MULTI STEREO 
[MULTI ST .] 

(マルチステレオ） 

2 チヤンネルの信号に巧し、 L/R 成分を 
すべてのスピーカーから出力します。 
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ソニーのサラウンド 

効果を楽しむ 


本機にあらかじめ設定されているサウンド 
フィールド（サラウンド効果）を選ぶだけ 
で、簡単にサラウンド効果を楽しむことがで 
をます。ご自分の部屋で、映画館やコンヴー 
トホールの臨場感を再現でをます。 


2 CH 

A . F . D ： 


© © W W 


SAT TV SA-CD/CD TUNER 

0 0 0 0 



AUTO CAL 

"の D の CD 


MUSIC 

MOVIE 


MOVIE を繰り返し押して、映画 
用のヴウンドフィールドを選ぶ。 
または、 MUSIC を繰0返し}甲し 
て、音楽用のサウンドフィールド 
を選ぶ。 

本体の SOUND FIELD +/ — を使うことも 
でさます。 

詳しくは、「サウンドフィールドの種類」 （51 
ページ）をご覧ください。 
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サウンドフィールドの種類 


種類 

サウンドフィールド 
[表示] 

効果 

映画用 

シネマスタジオ EX A 
liiaarC . ST'FX A ] 

ソニー-ピクチャーズエンタテインメントの 「Cary Grant 
Theater ] スタジオの音響特性を再現します。標準的なモード 
で、あらゆる映画に適しています。 


シネマスタジオ EX B 

liiaarc.ST.Ex 目] 

ソニー.ピクチャーズエンタテインメントの 「Kim Novak 
Theater 」 スタジオの音響特性を再現します。このモードは音 
場効果び豊富に使われている SF 映画やアクション映画に適して 
います。 


シネマスタジオ EX C 

liiaarn.RT.Fx c] 

ソニー-ピクチャーズエンタテイン^ントのスコア U ング•ス 
テージの音響特性を再現します。このモードは S ュージカルや、 
オーケストラによるサウンドトラックび特長的な映画などに適 
しています。 

音楽用 

ポータブルオーディオ 
[ PORTABLE ] 

ポータブルオーディオ機器から、よりク U アな音像を再現しま 
す。 MP 3 やその他の圧縮された音源に適していまず。 


コンサートホール 

[ HALL ] 

長方形のコンサートホールの音響特性を再現しまず。 


ジャズクラブ 
[JAZ 习 

ジャズクラブの音響を再現します。 


ライブ八ウス 
[ CONCERT ] 

30 日席あるライブ A ウスの音響を再現します。 



4 
リI 

乂 


-n 

沒 

Mm 

Tm 

が 

徽 


e 


DCS (デジタルシネマサウンド）につ 
いて 

マークの付いたサウンドフィールド 
は、 DCS 技術を利用しています。 

DCS は、映画館での迫力あるサウンドをご 
家庭で楽しむために、ソこ一がソニー-ピク 
チャーズエンタテイン><ントとの協力により 
独自に開発した劇場音響再現技術です。 

DSP (デジタルシグナルプ□セッヴー）と計 
測データを結合して開発されたこの「デジタ 
ルシネマサウンド」で、ご家庭でち映画製作 
ちび意図した理想的な音場を体感でをます。 


シネマスタジオ EX モードについて 

r デジタルシネマサウンド」の集大成ともい 
えるサラウンドモードです。「バーチャル- 
マルチディ ンシヨン」、 「スク U —ン■デプ 
ス-マッチング」、そして「シネマスタジオ- 
U バーブレーシヨン」の3つの技術でダビン 
グシアターの音を再現します。 

仮想スピーカー技術「バーチャル-マルチ 
ディンシヨン」び 7.1 ch までの実スピー 
カー環境でマルチサラウンド環境を実現し、 
最新設備の映画館の音をご家庭のサラウンド 
環境で再現します。 

r スク u — ン-デプス-マッチング」は、フ 
□ント、センターの前方チャンネルの音に、 
実際の映画館と同様にスク U —ン越しに再生 
されることによる高域の減衰と音のふくら 
み、距離による音の奥行さ感を付加します。 
r シネマスタジオ- U バープレーシヨン」は、 
ソニー-ピクチャーズエンタテインメントの 
ダビングスタジオをはじめとする、最新のダ 
ビングシアターや録音スタジオの音響を再現 
します。 


次のページへつづ< 
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ごま意 

• 仮想スピーカーによるサウンドフィールド再生で 
は、ノイズび目立つことびあります。 

• 仮想スピーカーによるサウンドフィールド再生で 
は、直接サラウンドスピーカーから音は聞こえま 
せん。 

• ヴンプ U ング周波数び 48kHz より高い信号を受信 
しているときは、サウンドフィールドは機能しま 
せん。 

• HDMI IN 端テから入力されているマルチチヤン 
ネル PCM 信号には、サウンドフィールドは機能 
しません。 

ちょっと一言 

• DVD ソフトなどのエンコード方甜ま、パッケー 
ジに付いているマークで確認でをます。 

一？ P。 嗎晋：ドルビーデジタルでエンコードされて 
いるソフト_ 

— nn i DOLBYSURROUWD I 骗熙點 :ドルビーサラ 
ウンドでエンコードされているソフト 
- DTS デジタルサラゥンドでェン 
コードされているソフト 

映画用/音楽用のサウンドフィールドを 
解除ずるには 

2CH を押して、に CHST」 を選びます。ま 
たは、 A.F.D. を繰り返し巧して、 「A.F.D. 
AUTO」 を選びます。 


音声を2チヤンネル 
で聞< 

(2CH STEREO) 

視聴するソフトの録音や再生機器の接続、本 
機のサウンドフィールドの設定に関わらず、 
フ□ントスピーカー（左/ち）とサブウー 
ファーからのみ音声を出力します。 

マルチチャンネル音声は、2チャンネルにし 
て（ダウンミックス）再生します。 

標準的な2チャンネルステレオ音声は、サウ 
ンドフイールドの回路を通さずに再生しま 
す。 



をるをの 


©©けの 

2 CH 

2CH A.tD. MOVIE MUSK 

-S) CD O CD 


CD 


2 CH を巧ず。 

本体の SOUND FIELD +/ — を使ラことわ 
でさます。 
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サラウンド効果をお 
買い上げ時の設定に 
戻ず 

本体のボタンを使つて操作してください。 




扩 —6 ‘を—— ◎! 员 

1 1. :|| 

。し^ぶ 

， 

- 1 ■ J 

1 I/Cl) 馆源） 

源を切る。 

を押して本機①電 


2 SOUND FIELD +を押しな 
がら、1/の（電源）を押ず。 


表お窓に 「S.F. CLR.」 と表示され、す 
ベてのヴウンドフイールドびお買い上 
げ時の設定に戻ります。 


I 30;/富湘か臘厂 e 
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ラジオを楽しむ 


FM / AM ラジオを聞 

< 

内蔵チューナーを使って、 FM / AM ラジオを 
聞くことびでをます。操作の前に、アンテナ 
が接続されていることを確認してください 
に8ページ)。 


自動で受信ずる 


VIUCU I VIUCU i viucvf j uyu 

0 0 0 0 

SAT TV SA-CD/CD TUNER 

© © © ^ 

2CH A.F.D. MOVIE MUSK 

CD a a a 

AMP MENU 

om 。の。の () 

° の°風 DCCi CD 
CD 

D.SKIP 

in>10/r 11 19 DVD MENU 

CLEAR MEMORY FM MODE 

oD 旧 PLAY oTOOLS oMUTING 

o 

TV VOL 
MASTERVOL 



RESET- REPLAY ADVANCE PRESETf 

窗 C^O 爲 

L© の ©B-2 

000 


• FM MODE 


2 TUNING + または TUNING 

一を 押ず。 

TUNING + を巧すと、低い周波数から 
高い周波数へと放送局をスキャンしま 
す。 TUNING 一を巧すと、高い周波数 
から低い周波数へと放送局をスキャン 
します。 

放送局を受信すると自動的にスキャン 
を停止します。 


FM 放送の受信状態び良くないときには 

FM 放送の受信状態び良くないとさや、表示 
窓の rsTj が点滅しているときは、モノラル 
受信を選びます。ステレオ賣信ではあ0ませ 
んび、聞さやす<なります。 

モノラル受信を選ぶには、し乂下のいずれかの 
操作を行ってください。 

-FM MODE を繰り返し押して、表示窓の 
「 MONO 」 を点なさせる。 

- TUNER メこューの 「FM MODE 」 を 
「FM MONO 」 に設定する （44 ページ)。 
ステレオ受信に戻すには、下のいずれかの 
操作を行ってください。 

-FM MODE を繰り返し押して、表示窓の 
「 MONO 」 を消なさせる。 

- TUNER メこューの 「FM MODE 」 を 
「 FMAUTO 」 に設定する （44 ページ)。 


1 TUNER を繰 D 返し}甲して、 
FM または AM を選ぶ。 

本体の INPUT SEI _ ECTOR を使ラこと 
ちでをます。 
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手動で受信する 


数字ボタンで聞さたい巧ち局の周波数を選ん 
で、放送局を受信でさます。 
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1 TUNER を繰り返し}甲して、 
FM または AM を選ぶ。 

本体の INPUT SELECTOR を使ラこと 
ちでさます。 

2 D . TUNING を押ず。 

3 数字ボタンを押して、聞きた 
い放送局の周波数を選ぶ。 

例： r 88.00 MHz 」 を選局するときは、 
次のよラに数字ボタンを押します。 

8一8一0一日 

AM 放送を受信するとさは、付属の AM 
ループアンテナの向さや位置を受信状 
態の良い方向や位置へ変えてください。 

4 ENTER を押ず。 

放送局を受信できないときは 

正しい周波数が入力されているか確認してく 
ださい。正しい周波数び入力されていない場 
をは、手順2〜4をやり直してください。そ 
れでち放送局を受信でをない場合は、入力し 
た周波数が使われていない可能性があ0ま 
す。 


放送局を營録ずる 

FM 局を30局と AM 局を30局登録でさます。 
よく聞く放送局を簡単に受信でさるよラにな 
0ます。 


登録ずる 



3 ，! 


PRESET 

■+/- 


TUNER を繰0返し}甲して、 
FM または AM を選ぶ。 

本体の INPUT SELECTOR を使うこと 
ちでをます。 

登録したい放送局を自動 （54 
ぺージ）または手動 （55 ぺ一 
ジ）で受信ずる。 

必要に応じて FM 放送局の受信モードを 
切0換えてください （54 ページ)。 


巧のぺージへつつ< 
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3 MEMORY を押ず。 

表示窓の 「 MEMORY 」 び数秒間点灯 
します。 

「 MEMORY 」 び点口している間に手順 
4〜5を行ってください。 

4 数字ボタンを押して、プリ 

セット番号を選ぶ。 

PRESET +または PRESET -を押し 
て、プ U セットき号を選ぶことわでさ 
ます。プ U セット番号を選ぶ前に 
「 MEMORY 」 び消灯してしまった場合 
は、手順3からやり直してください。 


5 ENTER を押ず。 

選んだプ U セツト番号で放送局が登録 
されます。 

ENTER を押す前に 「 MEMORY 」 び消 
灯してしまった場合は、手順3か5やり 
直して < ださい。 

6 手順1〜5を繰り返して、他の 
放送局を登録ずる。 


登録した巧を局を聞く 


数字 

ボタン 



ENTER 



1 TUNER を繰0返し}甲して、 
FM または AM を選ぶ。 

2 PRESET + または PRESET 
一を繰り返し押して、聞さた 
い放送局のプリセツト番号を 
選ぶ。 

ボタンを押すたびに、プ U セットき号 
は！;(下のよラに切0換わ0ます。 


► ON —►〇2'<—►03'<— ►04'^ — ►05 ^ —— * ム1* - 

- eSO トー 9 卜 ~*28*<- 

数字ボタンを巧して、聞さたい放送局 
のプ IJ セツ ト番号を選ぶことわでさま 
す。プ U セット番号を選んだあと、 
ENTER を巧して確定してくださし、。 
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本体のボタンで操作ずるには 

1 INPUT SELECTOR を繰り返し巧して、 
FM または AM を選ぶ。 

2 PRESET TUNING + または PRESET 
TUNING —を繰0返し巧して、聞さたい 
放送局のプ U セツト番号を選ぶ。 


その他の操作をずる 


デジタル音声とア 
ナ□グ音声の入力 
を切り換える 

(IN MODE) 

本機のデジタル音青入力端子とアナ□グ音声 
入力端子の両方につないでいる場を、どちら 
かに固定したり、視聴するソフトの種類に 
よって切0換えることびでをます。 

1 AMP MENU を押ず。 

「1丄 EVEU び表示窓に表示されます。 

2 ♦/ ♦を繰り返し巧して、「5- 
AUDIOJ を選ぶ。 

3 ©または■►を押して、メ 

ニューを表示ずる。 

4 ♦/ ♦を繰り返し押して 、 riN 
MODE 」 を選ぶ。 

5 ©または■►を押して、設定項 
目の パラメーターを 表示ず 
る。 


音声入カモード 

■ AUTO IN 

デジタル音青入力端子とアナ□グ音声入力端 
子の両方につないでいる場合、デジタル音声 
入力び優先されます。 

デジタル音青入力びない場合は、アナ□グ音 
声入力が選ばれます。 

■ HDMI IN 

HDMI 端 テへの 音靑入力び常に選ばれます。 

■ COAX IN 

DIGITAL COAX INI 端子へのデジタル音声 
入力び常に選ばれます。 

■ OPT IN 

DIGITAL OPT INI 端 テへの デジタル音声入 
力び常に選ばれます。 

■ ANALOG 

AUDIO IN ( L / R ) 端子へのアナ□グ音青入 
力び常に選ばれます。 

ごま意 

• 入力によっては、設定でさない音声入カモードが 
あじます。 


6 ♦/ ♦を繰り返し巧して、音亩 
入カモードを選ぶ。 


前の表示に戻るには 


♦を押します。 
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デジタルメディア 
ポートを ffi5 

(DMPORT) 

デジタルメディアポートを使って、携帯用 
S ユージックプレーヤーなどの音楽を楽しむ 
ことびでをます。 

デジタルメディアポートアダプター*(別売 
り）をつなぐと、本機につないだ機器の音楽 
を聞 < ことびでをます。 

詳しくは、デジタルメディアポートアダプ 
ターの取扱説明書をご覧ください。 

* デジタル六ディアポートアダプターは今後発売 
を予定しています。 

ごま意 

• デジタル六ディアポートアダプター外の機器を 
つなびないで < ださい。 

• 本機の電源び入っているときに、デジタルメディ 
アポートアダプターをつないだり、抜いたりしな 
いでください。 

• デジタル六ディアポートアダプターによっては、 
映像出力びでさないをのびあります。 


巧のぺージへつづ< 


デジタルメディア ポー トアダプターを 
DMPORT 端モにつないで、デジタルメディ 
アポートアダプターにつないだ機器の音楽を 
聞くことびでさます。 

また、デジタルメディアポートアダプターの 
映像出力とテレビの映像入力をつないで、映 
像をテレビで見ることわできます。 


V 

1L, J L J L J し， J 

SATIN DVD IN VIDEO 2/BD IN OUT 

GNABLE 

© 

COAX … 

DVD 

© 

© 
AUDIO IN 

加ん ! Wi! 

© 

© 

AUDIO IN 

Mim 

© 

© 

AUDIO IN 


DC5V ™700mA(MAX) 



* デジタルメディアポートアダプターによって、 
コネクターの種類び異なりまず。 

詳しくは、デジタルメディアポートアダプター 
の取扳説明書をご覧ください。 

〇映像コード（別売り） 



デジタル 
メディアポート 
アダフター 


デジタルメディアポートアダプ 
ターをごなぐ 


圓ホさを Q }* なか - r か 
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デジタルメディア ポー トアダプターを 
DMPORT 端子か S 取りはずずとさは 



両側を押しなが5、引さおいてください。 

ご注意 

• デジタルメディアポートアダプターをつなぐとさ 
は、▼マークの向をを合わせて<ださい。 

• コネクターはしっかりとまっずぐに差し込んでく 
ださい。 

• デジタルメディアポートアダプターのコネクター 
は壊れやすいため、本機を設置または移動すると 
をは、取り扱いに充分注意して<ださい。 


本機につないだ機器を再生ずる 


選んだ入力にデジ 
タル音声端子を割 
D 当てる 

(DIGITAL ASSIGN) 

OP ^ nCAL や COAXIAL のデジタル音青入力 
端テを持っている入力 ( VIDEO 1 OPT IN 、 
DVD COAX IN ) を使っていないとをに、 
他の入力に割り当てることびでさます。 

例： DVD プレーヤーを本機の OPT IN 端モ 
につないで、デジタル音声入力のソースにず 
る場合 

• DVD プレーヤーの OPTKALOUT 端テを本 
機の VIDEO 1 OPT IN 端モにつなざます。 

•「 D . ASSIGN 」 の設定で 「 VD 1 OPT 」 を 
「 VD 1- DVD 」 に割り当てます。 


1 DMPORT を押ず。 

本体の INPUT SEI _ ECTOR を使って、 
「 DMPORT 」 を選ぶことわできます。 

2 つないだ機器の再生を始め 


る。 

つないだ機器の音楽が本機で再生され 
ます。 


操作について詳しくは、デジタルメ 
ディアポートアダプター（別売り）の 
取扱説明書をご覧ください。 

ご注意 

• デジタル^ディアポートアダプターの種類によつ 
ては、 U モコンで本機につないだ機器を操作でを 
まず。 U モコン操作について詳しくは、14ペー 
ジをご覧ください。 
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AMP MENU を巧ず。 

「1 - LEVEL 」 が表示窓に表示されます。 


ちょっと一言 

. 本機につないだ携帯用ミュージックプレーヤー 
で、 MP 3 音声トラックや、その他の圧縮された 
ソースを聞くとさに、音を増強することびでをま 
す。 MUS にを繰り返し巧して、 [■ PORTABLE 」 
を選んでください （51 ページ)。 


2 ♦/ ♦を繰り返し巧して、「5- 
AUDIOJ を選ぶ。 

3 ©または■►を押して、メ 

ニューを表示ずる。 
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4 ♦/ ♦を繰り返し押して、 「 D . 
ASSIGNJ を選ぶ。 

5 ©または■►を巧して、設定項 
目の パラメーターを 表示ず 
る。 


6 ♦/ ♦を繰り返し巧して、空い 
ているデジタル音吉入力 
(例： rVD 1 OPT 」） を選ぶ。 

7 ©または■►を押して、確定ず 
る。 

8 ♦/ ♦を繰り返し押して、手順6 
で選んだデジタル音舌入力を 
割り当てたい入力（例： 
「 VD 1- DVD 」） を選ぶ。 

割り当てびでさる入力は、各デジタル 
音声入力によって異なります。詳しく 
は、「デジタル音靑入力に割り当てでさ 
る入力」 （61 ページ）をご覧くださし、。 


デジタル音声入力に割り当てでをる入力 

お買い上げ時は、下線の項目に設定されてい 
ます。 


デジタル音青 
入力 
棒示 ] 

割り当てでを 
る入力 

表示 

VIDEO 1 

OPT IN 
[VD1 OPT] 

VIDEO 1 

VD1-VD1 

VIDEO 2/BD 

VD1-VD2 

DVD 

VD1-DVD 


SAT 

VD1-SAT 


SA-CD/CD 

VDI-CD 

DVD 

COAX IN 
[DVD COAX] 

VIDEO1 

DVD-VD1 

VIDEO 2/BD 

DVD-VD2 

DVD 

DVD-DVD 


SAT 

DVD-SAT 


SA-CD/CD 

DVD 邸 


ごま意 

• 同じ入力に複数のデジタル音声を同時に割り当て 
ることはでさません。 

• 他の入力に割り当てられたデジタル音声入力は、 
をとの入力で使ラことはでをません。 

• デジタル音声入力を割り当てると 、 IN MODE の 
設定びお、要になる場合がありますほ8ページ)。 

• デジタル音声入力を TUNER および DMPORT に 
割り当てることはでをません。 


前の表示に戻るには 

♦を押します。 


■ホ is なか - r か 
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ス u — プタイマー 
を使5 

設定した時間びたつと、本機の電源を自動的 
に切ることびでさます。 


SLEEP を繰0返し押ず。 

SLEEP を巧すたびに時間表示が次のように 
切0換わ0ます。 


2-00-00 一 1-30-0 日一 1-00-0 日一 
0-30-00 一 OFF 

ス U —プタイマーび働いているあいだは、表 
示窓び薄暗くなり、 「 SLEEP 」 が点灯しま 
す。 


ご注意 

• ス U —プタイマーび働いているあいだに、 I 」モコ 
ンや本体のボタンを押すと、表お窓び明る<なり 
まず。何ちボタンを押さずにしばらくすると、表 
示窓はまた薄暗 < なります。 


ちょっと一言 

• ス U —プタイマーび働くまでの題り時間を確認す 
るには、 SLEEP を押しまず。表示窓に殘り時間 
び表あされます。もラー度 SLEEP を押すと、ス 
リーフタイマーび辭除されます。 
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お使いの機器に合 
わせて本機を IJ モ 
コンに登録する 

お使いのソこ一製機器に合わせて、入力切り 
換え用ボタンの設定を変更することがでさま 
す。 

例： DVD レコーダーを VIDEO 1端子につな 
いだとを 、 VIDEO "1 ボタンで DVD レコー 
ダーを操作でさるよラに設定する。 

1設定したい入力の入力切り換 
え用ボタンを巧し続ける。 

例： VIDEO 1ボタンを押し続ける。 

2巧の表を参照して、設定した 
い機器のボタンを巧ず。 

例：数字ボタンの4を押す。 

VIDEO 1ボタンで DVD レコーダーを 
操作できるようにな0ます。 


機器 ボタン 


ビデオデッキ 

(U モコンモード： VTR 3) *1 

1 

ビデオデッキ 

(U モコンモード： VTR 2) *1 

2 

DVD プレーヤー / DVD レコーダー 
(U モコンモード： DVD 1) が 

3 

DVD プレーヤー / DVD レコーダー 
(U モコンモード： DVD 3) が 

4 

CD プレーヤー 

己 

衛星放送チューナー* 3 

6 

ケーブルテレビ （ CATV ) チュー 7 

— *3 

目 S デジタルチューナー/デジタル 
CS チューナーが 

8 

ブルーレイデイスクレコーダー 
(U モコンモード： BD 1)*4 

9 

ブルーレイデイスクレコーダー 
(U モコンモード： BD 3) *4 

0/10 

テレビ 

なし（設定しない） 

ENTER / 

MEMO 

RY 


*1 ソニー 製ビデオデッキは VTR 2または VTR 3で 
操作でを、それデれ、 8 mm ビデオ、 VHS に巧 
応していまず。 

が DVD 1 および DVD 3 について詳しくは、 DVD プ 
レーヤーまたは DVD レコーダーの取扱説明書を 
ご覧ください。 

がお使いの機種によっては、本機のリモコンでは 
操作でをない場合びあります。 

*4 BD 1 および巨 D 3 について詳しくは、ブルーレイ 
ディスクレコーダーの取扱説明書をご覧<ださ 
い。 

リモコンに登録した設定を消ずときは 

1/の、 DMPORT、MASTER VOL - を同時 

に押す。 

U モコンの設定がお買い上げ時の状態に戻り 

ます。 


リモコンをほ5 


こホ U :/ が活^ 



その他 


用語集 

■ サンプリング周液数 

音青などをアナ□グデータからデジタルデー 
夕へ変換するとさ、数字に置さ換える必要び 
あ0ます。この作業をヴンプ U ングと呼び、 

1秒間に記録する回数をヴンプ U ング周波数 
といいます。音楽 CD の場合、 "1 砂間に 
44,1日0回記録してお0、ヴンプ U ング周波 
数を 44.1 kHz と表します。一般的には、ヴ 
ンプ U ング周波数び高いほど、記録された音 
声は高音質にな0ます。 

■ ドルビーサラウンド（プ□□ジック） 

ドルビーラボラト U —ズ社び開発した、音靑 
処理技術です。ステレオ 2 ch の中にセン 
ター、サラウンドの音び合成されています。 
再生時に デコーダーで フ□ント ( L / R ) とと 
わに 4 ch サラウンドで出力します。 DVD ビ 
デオでは最わ一般的な音亩処理ち法です。 

■ ドルビーデジタル 

ドルビーラボラト U —ズ社び開発した、音靑 
デジタル圧縮技術です。その ■! つである 5.1 
チヤンネルドルビーチヤンネルはフ□ント 
( L / R )、 センター、サラウンド （ L / R )、 サブ 
ウーファーで構成され、 DVD ビデオの標準 
音亩フォーマツトにも採用されています。 


低い圧縮率で記録し、よ0高音質で再生しま 
す。 

■ HDMI ( High-Definition 
Multimedia Interface ; 

テレビ接続機器のデジタル映像/音声信号を 
直接つなぐインターフェースです。 HDMI 端 
テとテレビを1本のケーブ j レで接続すること 
で、高画質な映像とデジタル音靑を楽しめま 
す。デジタル画像信号の暗号化記述を使用し 
た著作権保護技術である HDCP にわ対応し 
ています。 

■ TSP (Time Stretched Pulse ) 信 

口 

TSP 信号は、短い時間の中に低域からに域ま 
でのにい帯域にわたって、高密度にエネル 
ギーび詰められた測定信号です。 

一般的な室内環境で測定精度を確保するため 
には、測定信号のエネルギー量び重要であ 
り、 TSP を使ラことで、効果的に測定を行ラ 
ことびでさます。 

■ X.V. Color 

x . v.Color とは、 xvYCC 規格の親しみやす 
い呼称としてソニーが提案している商標で 
す。 

xvYCC 規格とは、動画色空間の国際規格の 
ひとつです。現行の放送などで使われている 
規格よりにい色彩び表現でをます。 


■ ドルビープ□□ジック II 

2 ch ステレオで記録された音声を 5. 1 ch に変 
換して再生します。映画用の MOVIE モード 
と、音楽などのステレオソース用の MUSIC 
モードの2種類があ0ます。従来のステレオ 
で録音されたちい映画わ、 5.1 ch の迫力で再 
現します。 

■ DTS サラウンド 

DTS 社び開発した、映画館向けの音声デジ 
タル圧縮技術です。ドルビーデジタルよりも 
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HDMI に入力しているソースの音が本機に接 
続したテレビか5出ない 

VIDEO >< こユーの 「 AUDIO 」 の設定を確 
認する （45 ページ)。 

4 HDMI 接続を確認する。 

■> HDMI 接続では、スーパーオーディオ CD 
は聞けません。 

4再生機器によっては、機器側で設定び必要 
な場合があ0ます。各接続機器の取扱説明 
書ちご覧ください。 

左ちの音のバランスが悪い、または逆陆して 
いる 

4スピーカーおよび各機器び正し<接続され 
ているか確認する。 

LEVEL >< こユーにあるバランスパラ; ><- 
ターを調節する （42 ページ)。 

八ム音またはノイズがひどい 

4スピーカーおよび各機器び正し<接続され 
ているか確認する。 

4接続コードびトランスやモーターから離れ 
ているか、テレビや堂光灯からはかなくと 
も 3 m 離れているか確認する。 

4オーディオ機器をテレビから離して設置す 
る。 

4プラグや端子がミちれている。 アルコールで 
かし湿した巧でおさ取る。 

本機に接続した機器の電源を入れるとノイズ 
がずる 

4機器を接続した入力び、 AUDIO ><- zl - 
の riN MODE 」 で 「AUTO IN 」 に設定 
されていないか確認するほ8ページ)。 

センター/ サラウンド スピーカーの 音が出な 
い、ほとんど聞こえない 

シネマスタジオ EX モードを選ぶ （51 ペー 
ジ)。 

スピーカーの音量を調節する （35 ぺ一 
ジ)。 

4スピーカーび正し<接続されているか確認 
する。 

サブウーファーの音が出ない 

サブウーファーび正しく接続されているか 
確認する。 


次のぺージへつつ< 
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故障かな？と思つ 
たら 

本機の調子びおかしいとさ、修理に出す前に 
わラー度点検してください。それでわ正常に 
動作しないとをは、お買い上げ店またはソ 
ニーヴービス窓□、ソニーの相談窓 □ (裏表 
紙）にお問い合わせください。 


どの音源を選んでも音び出ない、ほとんど聞 

こえない 

4スピーカーおよび各機器び正しく接続され 
ているか確認する。 

4本機と選んだ機器の電源び入っているか確 
認する。 

4 MASTER VOLUME び 「VOL MIN 」 に 
設定されていないか確認する。 

4 U モコンの MUTING を押して、消音機能 
を解除する。 

4入力切0換え用のボタン（または本体の 
INPUT SELECTOR ) で正しい入力び選 
ばれているか確認する。 

4保護回路が働いている。本機の電源を切 
0、スピーカーの接続にショートがないか 
確認して、ちラ ■! 度電源を入れる。 

4 IN MODE び正しく設定されているか確認 
する。 

選んだ機器か6音が出ない 

4選んだ機器の音声入力端テに正しく接続さ 
れているか確認する。 

4接続コードび本機や選んだ機器に正しく接 
続されているか確認する。 

4入力切0換え用のボタン（または本体の 
INPUT SELECTOR ) で正しい入力び選 
ばれているか確認する。 

片方のフ□ントスピーカーか6音が出ない 

4アナ□グ機器を接続しているとさは、 L/R 
の片方の端テのみに接続していないか確認 
する。音声コード（別売 0) を使って L/R 
両方の端子に接続してください。 


音声 


ホさを 



ヴラウンド効果が得 6 れない 

■> サウンドフィールドび働いているか確認す 
る （ MOVIE または MUS にを押す)。 
サンプリング周波数び 48 kHz より高い信 
号を受信しているとさは、サウンドフイー 
ルドは機能しません。 


ドルビーデジタルや DTS のマルチチヤンネ 
ルの音声が再生されない 

再生中の DVD などが、ドルビーデジタル 
や DTS で録音されているか確認する。 

DVD プレーヤーなどを本機のデジタル入 
力端子に接続しているとをは、接続した機 
器の音靑の出力設定を確認する。 


映像 


テレビ画面に映像が出ない、または日月際でな 
い 

接続した機器の映像出力がテレビに接続さ 
れているか確認する。 

■> オーディオ機器をテレビか5離す。 


HDMI に入力しているソースの映像が本機に 
接続したテレビか5出ない 

■> HDMI 接続を確認する。 

4再生機器によっては、機器側で設定び应要 
な場合びあります。各接続機器の取扱説明 
書ちご覧 <ださい。 


ラジオ 


FM 放送の受信状態が悪い 
■>750 同軸ケーブル（別売り）を使って、 
下図のよラに本機と屋外アンテナをつな 
ぐ。本機と屋がアンテナをつなぐ場合は、 
避雷のため、アース線を使って接地して< 
ださい。ガス爆発を防ぐため、アース線を 
ガス管に接続しないでください。 


屋外アンテナ 



♦ 

接地する 


放送局が受信できない。 

アンテナび正しくつなびれているか確認す 
る。アンテナの向さを調節した0、屋外ア 
ンテナを使ったりする。 

自動受信をしている場合に受信状態び悪い 
とさは、手動受信するほ日ページ)。 

4受信している周波数を確認する。 

4プリセットしている場を、何も登録してい 
ない、または登録した放送局を消してし 
まった。その場をは登録するほ日ペー 
ジ）。 


U モコン 


リモコンで操作でをない 

D に PLA 丫ボタンは、 TUNER び選ばれて 
いるときのみ、本機の操作に使うことびで 
さます。 

4本体の U モコン受光部に向けて操作する。 
4 U モコンと本体の間にある障害物を取0除 
く。 

4 U モコンの乾電池を交撰する。 

4 U モコンで正しい入力を選んだか確認す 
る。 
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4 リモコンの VIDEO 3 ボタンは、本機の操 
作には使えません。 

エラーメッセージ 

本機び正しく動作していないとさ、表示窓に 
エラー><ッセージび表示されます。表示に 
よって、本機の状態がわかるようになってい 
ます。政下をご覧のラえ、表示に合った対応 
をしてください。2、3度繰り返しても正常 
に戻5ないとさは、ソニーサービス窓口にご 
相談ください。 

自動音場補正の測定中にエラー^ッセージが 
表示された場合は、「エラーび出たとさは」 
(32 ページ）をご覧のラえ、表示に合った対 
応をしてください。 


PROTECT 

4スピーカー出力に異常な電流が流れていま 
す。数砂後に本機の電源び自動的に切れま 
す。スピーカーの接続を確認し、再度電源 
を入れて < ださい。 

その他の症状び出たときは 

本機を初期設定状態にして<ださいに9 
ページ)。すべての設定がお買い上げ時の状 
態に戻りますので、再設定が必要にな0ま 
す。 



け! 

0 

を 


それでち正常に動作しないとをは 

お買い上げ店またはソニーサービス窓口にお 
問い合わせください。修理の際に部品を交換 
した場合、交換した部品は回収させていただ 
さます。 

本機の設定をリセットずるための参照 

ぺージ 


リセットずるちの 

参照ページ 

すべての設定 

29ページ 

調節したサウンドフィールド 

53ページ 
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巧証書とアフター 
サービス 

巧話書 

• この製品には保証書び添付されていますの 
で、お買い上げの際お買い上げ店でお受け取 
り < ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめの 
ラえ、大切に保ちして<ださい。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調子び悪いとをはまずチェックを 

この説明書の「故障かな？と思った5」の項 
を参考にして、故障かどラかを点検してくだ 
さい。 

それでち具合の悪いときはサービスへ 

お買い上げ店、または添付の「ソニーご相談 
窓口のご案内」にあるおくの ソこー サービス 
窓口にご相談ください。 


部品の保有期間について 

当社では、ホームシアターシステムの補修用 
性能部品（製品の機能を維持するために必要 
な部品）を、製造打ち切0媛8年間保有して 
います。この部品保有期間を修 S 可能期間と 
させていただをます。保有期間を経過した媛 
わ、故障箇所によっては修理可能の場合びあ 
りますのでお買い上げ店か、サービス窓□に 
ご相談 < ださい。 

ご相談になるとをは、次のことをお知らせく 
ださい。 

• 型名： HT - SF 2000 
. 故障の状態：でさるだけ詳し< 

• つないでいるテレビやその他の機器のメー 
カー名と型番： 

• 購入年月曰： 

• お買い上げ店： 


部品の交換について 

この製品は、修理の際に交換した部品を再 
生、再利用する場合びあ0ます。その隙、交 
換した部品は回収させていたださます。 


保証期間中の修理は 

保話書の記載内容に基づいて修理させていた 
ださます。詳しくは保話書をご賣ください。 


保証期間の経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要 
望により有料修理させていたださます。 
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主な仕様 

アンプ部 

定格出力 


ステレオモード 

108 W + 108 W 
(1 kHz、THD 1〇/〇、 30) 

実用最大出力* 
サラウンドモード 

RMS 出力 
(30. JEITA **) 

フ□ント部： 143 W (1 チヤン 
ネルあたり） 

センター部： 143 W 
サラウンド部： 143 W (1 チヤ 
ンネルあたり） 

(1.50、 J 曰 TA **) 

サブウーファー部： 26己 W 
サウンドフイールドやソースに 
よっては出力しない場合びあり 
ます。 

入力 


アナ□グ 

感度： 1 V /50 kn 

デジタル（同軸）インピーダンス： 7己0 

トーン 


増幅率 

±10 d 巨め. 5 clB 単位） 

周波数特性 

28〜20,000 kHz 

FM チューナー部 

受信周波数 

76.日 一 90.0 MHz 

中間周波数 

FM : 10.7 MHz 

AM チユーナー部 

受信周波数 

531 -1,602 kHz (9 kHz 間 
隔） 

中間周波数 

450 kHz 

電源、その他 

電源 

AC 100 V . 50/60 HZ 

電源出力（デジタルメディアポート） 


DC OUT : 5 V 、 700 mA (最 

大） 

消費電力 

150 W 

消費電力（スタンバイ時） 


0.3 W ( VIDE 0：>< ニューの 
「 CONTROL 」 が 「CTRL 
OFF 」 に設定されているとを） 

最大列形寸法 

430 X 66.5 X 333 mm (幅/高 
さ/奧行を、最大突起部を含む) 

質量 

約 3.6 kg 


スピーカー 

•フ□ントスピーカー ( SS - MSP 220 0) 

方式 2ウェイ、バスレフ型、防磁型 

使用 ユニット 6日 mm コーン型、 25 mm ドー 

ム型ツイーター 

定格インピーダンス 

3 Q 

最大外形寸法 92 X 538 X 74 mm (幅情さ/ 

契行を） 

300 x 1,229 (最大 ）X 
300 mm (幅/高さ/契行き） 
(スタンド含む） 

質量 約 1.2 kg 

約 3.0 kg (スタンド含む） 

•センタースピーカー （ SS - CNP 220 0) 

方式 フルレンジ、バスレフ型、防磁 

型 

使巧 ユニット 65 mm コーン型 

定格インピーダンス 

30 

最大外形寸法 260 X 91X 80 mm (幅情さ/ 

契行を） 

質量 約日.目 kg 

•サラウンド スピーカー ( SS - SRP 220 0) 

方式 フルレンジ、バスレフ型 

使巧 ユニット 65 mm コーン型 

定格インピーダンス 

30 

最大外形寸法 92 X 538 X 74 mm (幅情さ/ 

契行走） 

300 x 1,229 (最大 ）X 
300 mm (幅/高さ/奧行き） 
(スタンド含む） 

質量 約 1.0 kg 

約 2.8 kg (スタンド含む） 

•サブウーファー （ SS - WP 220 0) 

方式 バスレフ型、防磁型 

使巧 ユニット 1 60 mm コーン型 

定格インピーダンス 

1.50 

最大外形寸法 1 96 X 320 X 400 mm (幅/高 

さ/奧行を）（フ□ントパネル含 
む） 

質量 約 5.6 kg 

* JEITA (電子情報技術産業協会）の規格による 
測定値です。 

**JEITA (電子情報技術産業協会） 


ホさを 


: 欠のページへつづく 

69 


同捆物 

• フ□ントスピーカー (2) 

• センタースピーカー （1) 

• サラウンド スピーカー （2) 

• サブウーファー （1) 

• FM ワイヤーアンテナ （1) 

• AM ループアンテナ （1) 

• U モコン （ RM - AAU 019)(1) 

• 単3形乾電池 （2) 

•測定用マイク （ ECM - AC 2)(1) 
•スピーカーコードほ） 

•光 （ OPT に AL ) デジタル接続コード （1) 
• スピーカーパッド 
センタースピーカー用 （4) 

サブウーファー用 （4) 

•スピーカースタンドポール （4) 
•スピーカースタンドスピーカー台 （4) 

• ネジ（銀） （8) 

.ネジ（黒） （8) 

• スピーカー スタンド設置ガイド 
• 接続-設定ガイド 
• 巨 RAVIA Link ガイド 


本徽ま「」に C 61 日日 0-3-2 適合品」です。 
仕様および外観は、改良のため、予告なく変 
要することびあ0ますび、ご了承ください。 

• 主なプ U ント配線板に A □ゲン系難燃 
/555 V 剤を使用していません 

• はんだ付け部に無繼んだを使用 
警 • キ巾ビネットに A □ゲン系難燃剤を使 
用していません 

• スピーカー外装にポ U 塩化ビニルを不 
イモ用 

• RoHS 指ち（歐州環境規制）に対応済 
み 
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索引 


あ巧 

アンテナ 

接続する28 
衛星放送チューナー / STB 
接続する24 
エラー><ッセージ67 
選ぶ 

機器36 

サウンドフィールド己日 
お手入れ8 


さ巧 

サウンドフィールド 
選ぶ50 

お買い上げ時の設定に戻 
す己3 

自動音場補正機能30 
消音機能36 
初期設定状態29 
スーパーオーディオ CD プ 
レーヤー 
再生する37 
接続する23 
スピーカー 

接続する21 
設置する18 
ス U —プタイマー62 


た巧 

デジタル ディアポートア 
夕’プター 
接続する己9 
テレビ 

接続する24 
ドルビーデジタル64 


は巧 

ビデオデッキ 
接続する24 

ブルーレイディスクレ コー 
ダー 

接続する26 


ま巧 

にュー 

AUDIO にュ ー 44 
A . CAL にュ ー 34 
LEVE いニュ ー 42 
SUR >< こ ユー 43 
SYSTEM y - ZL - 46 
TONE たュ ー 43 
TUNER たュ ー 44 
VIDEO メこ ユー 4 己 


6巧 

ラジオ 

自動で受信する己4 
手動で受信する己己 
登録した放送局を聞く 
56 


A - Z 、 0-9 

A . F . D . (オートフォーマツ 
トダイレクト ） 48 
CD プレーヤー 
再生する37 
接続する23 

DCS (デジタルシネマサウ 
ンド）己1 

DIGITAL ASSIGN 60 
DVD プレーヤー 
再生する38 
接続する24 
DVD レコーダー 
接続する24 
HDMI 

接続する26 
IN MODE 己8 
TEST TONE 35 
2チャンネル己2 
2 CH STEREO 52 
5.1 チヤンネル18 
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よくあるお問い合わせ、解決方法などは 
ホームページをご活用ください。 


http://www.sony.co.jp/support 
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